
アリス トパネス 『アカルナイの人々』における

喜劇の力と悲劇

内田次借

｢悲劇の変遷 と, その変遷が誰によってなされたのかとT,､うことは知 られ

ているが, 喜劇はまじめに取 り扱われなかったから, はじめからそのいきさ

つは忘れられていたのである. じじつ喜劇をする人たちのコロスも, アルコ

ーン (執政官)が, 後になってようやく公に提供 したのであって, それまで,

喜劇にたずさわる人々は有志の人たちであった｣ (松本仁助訳)とアリス ト

テレスは 『詩学』第五章で語っている. 世人は喜劇をまともに扱わなかった

ので, 悲劇の場合と異なり歴史を記憶にとどめようともしなかった, 国から

(やはり悲劇のように)出費の上で面倒を見てもらうこともないまま, した

い人がするという状態が遅 くまで続いたという事劇の一般的評価 と待遇の歴

史は, 喜劇創作を選び取った側の, 悲劇を作る側に対する複雑な感情を育む

のに十分である. しかもこの感情札 喜劇が国家の ｢認知｣を受けてからも,

ディオニュソス劇場その他で両方の演劇が日を鼓 して上演されることにより,

年毎に新たに掻き立てられ, 想い出され, 強められた(I)

まず, 喜劇にとり悲劇は恵まれた地位を享受する羨望の対象である. この

心理が最も直哉に表現されている一例が, 前4世紀に括擢 した中音劇作家ア

ンティパネスの 『詩作 (Poiesis)』と屈された作品の一断片である.

悲劇はどの点から見ても恵まれた文学だ. 第-に, 話は観客に何=J言

わないうちから知られている. だから作者はちょっとロiごす るだけでよ

い. ｢オイディプス｣とだけ言えば,′他の事はすべて了解ずみだ. 父が

ライオスで, 母はイオカステ, 娘や子供はだれだれで, 彼がどんな 目に

会うのか, 何をしたのれ みな知られて い̀る. あるいはアルクマイオシ

の名を言えば, どんなガキでも, 気の狂った彼が母を殺すと, 激怒 した
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アドラス トスがすぐに駆けつけ又帰ってゆく- (脱落)･･･とすらすら話

す. 次に, もうどうにも話を続ける術が分らず, 劇の組み立てにお手上

げになってしまったら悲劇作家は, まるで指を上げるように機械を動か

し,観客もそれで満足する. ところがわれわれはそうは行かず,新 しい

名前, これまでのいきさつ, ただ今の状況, 終 り方, 導入の仕方といっ

たすべての事を考え出さないといけない. このうち一つでもクレメスや

ペイ ドンとかが等閑にしようものなら, 舞台から引きず り下ろされる.

だがペレウスやテウクロスならそれも大 目に見てもらえるのだ.

(断片 191Rock)

ここでは (アンティパネス自身であるかどうかは分らないが),喜劇作家の
phthonos(ねたみ)が技術的な領域に関して表現されている. ｢新 しい名前｣

すなわち虚構C;人物を作 り上げ, 筋書全体も自分で, しかも粗浦を犯さず

創意工夫しなければならない茜劇作家に比べ悲劇の作者は, 伝統的にその運

命 ･経歴のかなりの部分まで人々に知れ渡っている (とされる)神話上の人

物の行動を ｢既製パーツ｣として利用することを恵まれ, おまけに不充分な

構成力しか持たなくても ｢機械仕掛けの神｣ というお墨付の便宜手段でごま

かす特権をもっているという(2)

しかしながら喜劇作家には一種のずるさもある. 口では自分たちは損な立

場にあり, 悲劇作家を結梼な御身分とそねむ素旗を見せる一方で, 彼らはち

ゃっかりと先輩演劇の成果を盗み利用する. ｢先輩｣と言っても歴史的によ

り古い起源を持つということではない. どちらの演劇が先に生れたかは今と

なっては究めることは不可能だろう. かりに悲劇を ｢高尚｣ な文学 と呼ぶな

ら, 民衆の喜び, 怒 り, 欲望 夢などに生き生きとした表現を与えようと

する喜劇の方が文学活動のより基層に属するものと言えるだろう(3) しか

しとにかく. 世人の尊敬 と国の認知を既にかち得ている演劇の, 評価の定ま

っている作劇術を利用し吸収することを喜劇ははばからない. 一例として挙

げられるのは, 『騎士』のように結末に向けて劇的緊張を維持 し高めてゆこ

うとする, 悲劇の影響下に多かれ少なかれあると目される溝成法である. ま

たモテイープの借用も稀ではなかった.1時に中ないし新喜劇はこの点でエウ

リピデスに多くを負うていると古代の批判家が指摘 している 日 )
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この喜劇にとっての ｢お手本｣を敬するという態度は正直には表わされな

いとしても, 一種の劣等コンプレックスが見え隠れするのは避けがたい. こ

れを端的に示すのが, 亭劇作家自ら自分の活動を呼ぶ時に用いる trugoidia

という語である. 喜劇 (komoidia)を意味する別の表現たるこの語は, 語源

はともかく, 悲劇 tragoidiaという名にならって造られていると考えられ

る. 喜劇は悲劇のなぞりに過ぎず, その後塵を拝するものであるというニュ

アンスは, 『アカルナイの人々』の用例 (498以下)において明瞭に認めら

れる. エウリピデス 『テ レボス』の趣向を借 りた場面の中で語られる件の箇

所の表現 ｢trugoidiaを作る身でありながら, アテナイ人の面前で国家の事

を論 じる｣は, 喜劇の ｢ひけ目｣ が公けないし政治に関する側面においても

感じられていることを示す. 人々を教導 し立派な市民を作る任を担うとされ

る (『蛙』 1009以下参照)悲劇と比べ, 喜劇なかんずく古喜劇は, その惑

ふざけや粗野な人身攻撃により, 市民および国家にむしろ惑い影響を及ぼす

と非難される事がしばしばあった. たとえばプラ トンは ｢もし君が, 自分で

やるのは恥ずかしいような滑稽なことを, 喜劇の行なう真似や私的な機会な

どに聞いて大いに喜び, 下劣なことだと憎むことをしないのであれば, ･･･,

自分白身の生活そのものにおいて喜劇役者となりはてるところまで, 引きず

られて行 くことになる｣ (『国家』 606C,藤沢令夫訳)と述べて, 書劇は

理想国家の統治者たるべき者の教育に妨げとなるという考えを示 している.

政治的､ 国家的観点から自分 らに向けられるこの種の非難を気にする葛劇作

家白身の言葉も散見される. 『アルカナイの人々』では,L作者が国を笑い物

にし国民を侮辱する者だと一部のアテナイ人からな じられていると, 彼の言

葉を伝えるパラバシスで明らかにされる (631).

しかし喜劇はひよわな文学ではない. それは自分の ｢劣等者｣,｢模倣者｣

の地位を逆手に取ることにより, 独 自の存在意義を主張 しようとする. その

上演が長い間国の庇護とは無縁に ｢有志｣の者の負担で行なわれていた演劇

のたくましさがそこには認められる. それは, 言わば国のお抱え者たる悲劇

杏, 世人か らまともに相手にされないが自由たり得る立場から批判 し, その

令名の真価を問おうとする. この際に大きな式辞となるのがパロディーであ

る. 喜劇はこれにより悲劇の単なる物真似たるを越え, 悲劇が作 り出したも

- 3-



のを自分の劇要素に取 り込むと同時に, この素材提供者に対 し離れた位置に

立って批判者たる視点を保持することを可能にする.

しかし喜劇は, 世にすねる者のように, ただ不平を鳴らし噛み付 くことし

か知 らぬわけでもない. それは営むべきものには称賛を与えるのにやぶさか

ではない. ソポクレスは喜劇作家たちから蜜のごとく甘いと歌われ, その至

福の生涯を称えられた.

悲劇という対立者 との関係以外に属する領域からも, 喜劇が己れ独 自の価

値 として示 し得るものを持っていることはもちろんである. しか しそれは,

批判 と賞講をとり混ぜた悲劇 との対時 ･比較を通 じてこそ, 己れの国家との

関連 を明確にし市民の認知を要求することができた. なぜなら演劇はポ リス

にとってその生活の喜びの華であり, 栄光の装飾であり, その存続に深 く関

わる(5)と考えられたからである. trugoidiaでありながら, という卑下を

越えて, trugoidiaであるからこそ tragoidiaと相並ぶ資格を持つ演劇た

らんと努め, そのように認められることこそ喜劇の悲願であったと言える.

『アルカナイの人々』のプロローグは主人公の独 白で始まる. 舞台は民会

議場 (プニェクス)である. 前々から開催 日の決められていた定例の民会だ

が, この朝議場にやって来ているのはデイカイオポ リスだけで, 彼によると

いつもこうなのである.

わしはいつでも民会へ一番乗 りにやって来て腰を据える. するとたった

一人なので溜め息をつき, あくびをし, 手足を伸ばし, 庇をひる. 退屈

のあまりに地面に絵 を描き, むだ毛を引き抜き, 勘定をする.

(28以下,相川堅太郎訳, 以下一部を除き同じ)

スパルタと交戦中であるから議題は重大 ･緊急のものが多いはずだが, 人

々は ｢国家の-こと｣ に関心が薄 く, ｢蒲土を塗った縄｣ (22)を持った役人

たちに追い立てられないと議場に足を運んでこようとしないという有様であ

る.ーこの縄に触れられると罰金を課せられたと 22∴行への盲証で説明が して _

ある. 同じ古証によると, この作品の本文では言及されてないが, 同じ趣 旨
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の下, 人 々が市 場 でぶ らぶ ら した り しな いよ う売 り物 を片付 けさせた り, 読

場 に通ず る道以 外 は閉 じさせ た りも した とい う.

デ イカ イオポ リス の美挙 に孤 独 な姿 は, 彼 のか な り長 い独 白の後, や っ と

(40｢昼 にな って｣, や や誇 張 した表現 )人 々が集 って きて始 まった民 会 そ

のものにお いて, 具体 的 な議 題 の取 り扱 いを通 じて繰 り返 し示 され る.

彼 は今 日, ｢も し誰か和議 以 外 の こ とを しゃべ ろ うものな ら声 は りあ げて

弁士 の邪魔 を し悪態 を放 って や る｣ (37以下)決意 をも って坐 って い る.

最初 に発 言 を認 め られ たア ン ピテ オス 払 デ イカ イオポ リスの望む和 平 案

を ロにす る ( 51以下 ). と ころが議事進 行 を司 る役人 (｢触れ役 ｣ ) は彼

に長 くは しゃべ らせ よう とせ ず に, 警備 の役人 ( ｢弓持 ち｣')に彼 をつ まみ

出させて しまう. デ イカ イオ ポ リス は ｢われ われ の ため に和議 を とり結 び,

千曳 を納 め る こ とを企 てた者 を曳 っぼ り出す ｣ (57以下 )の は民 会 に対 し不

正 を働 く行 為だ と抗 議す るが, 触れ役 か ら ｢席 につ いて黙 って いろ｣ (59)

とす げな くあ しらわれ, 主人 公 の重 ねて の抗議 (5g以下 )は全 く無視 され る.

和議 某 の代 りに扱 われ る議事 は, いか に夷秋 か ら資金 や兵員 の援 助 を受 けて

戦争 を継 続 し優位 に押 し進 め るか という魂胆 に連 な るも のばか りであ る.

まず皆 の前 に姿 を現す のは (61以下 ), ベル シア大 王の許 に派遣 された

使者 であ る. そ の潤沢 な 財宝 をギ リシア人 は実際 に軍 資 金 の 当て にす る こ と

が しば しばで あ った. 使者 は 自分 の役 目を遂 行 した事 を証 明せ んため, 昏

官 を従 えた ｢大王 の 目｣ と呼 ばれ るベル シアの高官 を紹 介 し, うさん く さい

｢ベル シア請 ｣ を しゃべ らせ て ｢大 王が黄 金 を送 るだ ろ う｣ と言 って い るの

だ と ｢通訳 ｣ す る｡ ところが デ イカ イオ ポ リスの こぶ Lに脅 され る と ｢大王

の 目｣ はそれが嘘 っぱち であ る こ とを 白状 す る. 彼 (プセ ウダル タバ ー ス-

｢偽 アル タバース｣ )も お付 き の宵 宮 も実 はギ リシア人 であ るこ とをデ ィカ

イオ ポ リス は見破 る. これ は どうや らす べ てが 日当ほ しさに彼 ら一味 が しく

んだ芝居 で あ った よ うだ, そ れ で使者 た ち は十一 年 間 もわざ とーの ら りく ら り

道 中 を延 ば し続 けた のだ (66以 下 ). と ころがペ テ ンを騒 ぎ立 て るデ イカ イ

オポ リス を触れ 役 は また また ｢黙 れ ｣ と叱噂 し抑 え て しまう (123). そ し

て こ とも あ ろ うに,｢大王 の軍 資金 ｣ な る言葉 に旺惑 され欲 にか られた のか,

民会 を と り しき る評議 員 はあ た かも本物 で あ ると信 じて いる ごと く ｢大 王 の
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目｣ を迎 賓 館 で の饗 応 に招待 す る (124以下 ).

次 いで (134以下 ), 北 方 の蛮夷 オ ドリュ サ イ族 の シ タル ケ ス 王 へ の使 い

か ら帰 って きた とい う使 者 が 登場す る. 彼 はか の地 の大 雪 と河川 の凍 結 のた

めに任務 遂 行 に遅 れ が生 じた と言 い訳す るが, これ も実 は 日当ほ しさの まや

か しであ る こ とがデ イカ イオポ リス には明 白であ る (137). この使 者 は シ

タル ケス王 か らの派 遣軍 だ と してオ ドマ ン トイ族 の一隊 を引 き連 れ て きた.

非 ギ リシア人的慣 習 た る朝 礼 をほ どこ した彼 らは, 民 会 の神聖 さ (44参 照 )

を尊 ぶ ど ころか, 興 奮剤 た るに ん に くを食 らった 闘鶏 よ ろ し くデ イカ イオポ

リス に狼籍 を助 き, 彼 のサ ラ ダ用 の にん に くを奪 い取 る. しか しデ イカ イオ

ポ リスの悲 鳴 (163)を気 にか ける者 は誰 も いな い.

議 員 方, わ しが こん な 日に あ ってるの を見殺 しにされ るのか. そ れ も 自

分の 国 で夷狭 どもの手 にか か って. (167以下 )

このよ うにデ イカ イオ ポ リス は孤独 で, 他 の アテナ イ人か ら理 解 され な い

ので あるが, この こ とで彼 が意 気阻 喪 した り, 自己 の信 念 に お いて弱 気 にな

った リ, 自分･の立場 に絶 望 した りす る気配 は全 く見 られ な い. 彼 は毅 然 と し

て 自分 の決 意 を貫 こ うとす る.

触れ 役 〔デ イカ イオ ポ リス に向 い〕席 につ いて黙 っ て い ろ.

デ イカ イオポ リス アポ ロ ンにかけ てわ しは黙 りはせ ぬ ぞ. 議 員 諸 氏が

わ しの た め に和 平 の動議 をせ ぬかぎ りは. (59以 下 )

アテ ナ イ人 た ち を叱責 す る彼 は, 預 言者 の如 き厳 か な 口調 さえ用 いる.

民会 を トラキア人 の 日当のた め に開 くこ とをわ しは禁ず る. お主 らに告

げる, ゼ ウスが しる Lを下 さ りわ しの体 に雨 つぶ が 落 ち て き た ぞ.

(169以下, 筆 者 訳 )

この箇所 で言 及 され て いる ｢ゼ ウス の しる し｣ とは俄 か 雨 の こ とで, これが

起 る と民 会 は中止 され る習わ しだ った. デ イ カイオ ポ リスが どうや ら真 先 に

気が つ いた よ うだ. 他 の アテ ナ イ人 も これ を無視 す るこ とはで き なか ったが,

主人 公 の よ うに不時 な議 題 に対 す る神 の普 告 とは と らず, 唯 そ の扱 い を明後

日まで延期 す るのみ であ る.

デ イカ イオポ リス の孤 高 の強 さを支 え る要 素 の一 つ は, 今 さ い ごに挙 げた

箇所 か らうかが われ る神 とのつ なが りの意識 な い し神 意 の認 識 の信念 で あ る.
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これ は彼 のア ンピテオ ス との関係 か らも確 かめ られ る. この男 は民 会 にお

いて真先 に, しかも スパル タ との和平 につ いて発 言 しよ うと した (45以 下 )

点 で, 朝 一 番 に和平 案以外 に は邪魔 を しよ うとい う意 図 をも ってや って来た

主人 公 と重 な り合 う. そ して事 実デ イカ イオポ リス は彼 に路 銀入 ドラ ク メを

与 え, スパル タ人 と個 人 的講 和 を取 り結 ん で くるよ う依 頚 す る (129以 下 ).

この役 目を果 た して スパル タか ら戻 って来 る彼 を裏 切 り者 と して追 跡 す る

(177以下 ) コ ロス即ち アカル ナ イの人 々の攻撃 の対象 が いつの まにか デ イ

カイオポ リスそ の人 にな るの も, ほ とん ど一体的 と言え る両 者 の 関係 を表 わ

す.

この ア ン ピテ オス には少 しお 目出度 い所 が あって, 神 に まで遡 る とい う 自

分の系図 を得意 そ うに披露す る (47以下 ). しか も この系図 とい うのが, 一

般的 な伝 東 か ら見 る と僅 しげ で, デ メテ ル と トリプ トレモス が夫 婦 で あ った

といった アテナ イ観 客 の みな らず現 代 の われ われ も驚 くような突飛 な も ので

ある. しか し彼 は悪 びれ るこ ともな く, 神 に連な る 自分 を ｢不死 な る者 ｣ と

呼ぶ. ア ン ピテ オス な る名 は ｢父方 も母 方 も神 (の系統 の者 )｣ を意 味 す る.

それ は当時 のアテナ イ人 によ って実 際 に用 い られ て いた姓 で あった. 自分 の

家系 が神 的 な も ので ある と誇 る人 々も現 実 に いた よ うで ある. この箇 所 で,

物 々 しい名 前 を冗談 の出発点 に して, そ ういった ご愛敬 な 自惚れ やが笑 い草

にされて いる こ とは確か であ る. これ は一 つ には, ア ン ピテ オス即 ち ア リス

トパ ネス という直哉 な等 式 を避 ける為も あ るだろ う.

しか しそれ と同時 に, この人 物が作 品 の よ り其 聾 な メ ッセ ー ジ と関 わ る側

面 をも有 す る こ とも否定 でき な いで あろ う.

不死 身 の私 ひ と りに神 々 は ラケ ダイモ ン人 と和 約 を盾ぶ ことを委 ね たも

うた (51以下 )

と語 るア ン ピテ オス を弓持 ち (警備 )の役人 が引 きず り出す箇所 に続 く彼 と

デ イカイオ ポ リスの科 白は呼応 し合 う.

ア ン ピテオ ス おお トリプ トレモス とケ レオ ス ! 見殺 しにな さるか?

デ イカ イオポ リス おお議 員諸君, そ りゃ民 会 を汚 す行 な いだ. わ れわ

れの た め に和議 を と り唐 び, 千曳 を納 め るこ とを企 てた者 を曳 っぼ り出

す とは. (55以 下 )
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ア ツテ イカの聖 地 エ レウ シス で尊 ばれ る神 話 的人物 へ の ア ン ピテ オス の訴 え

かけ と, それ を補 うデ イカイオ ポ リスの ｢民 会 を汚 す (逐語 訳 : ｢民 会 に不

正 を及ぼす ｣)行 な い｣ とい うアテ ナ イ人 へ の非難 とは, 二 人 の平和 へ の努

力 が神聖 な る民 会 にふ さわ しい正義 の行 動 で ある こ とを明 らか に して いる.

と ころで, ア ンピテ オ スが 自分 の家 の始 祖 だ と唱 えるデ メテル と トリプ ト

レモ ス は農 業 に関 わ る神 な い し英雄 であ る. 彼 と重 な り合 うデ イカ イ オ ポ リ

スが農民 で あ る こ とはそ の 冒頭 の独 白で の言葉, 32行 以下 か ら明 らか にな

る. ある いは これ は観 客 には既 にその衣 裳 に よって分 った事 であ るか も しれ

な い. 先 ほ ど ｢預 言者 の如 き ｣ とい う表 現 を用 いた が, デ イカ イオ ポ リス は

決 して正 義 の代 館 に禁欲 を説 く人 で はな い. 彼 が平 和 を欲す るの はむ しろ,

戦 争 によ ってそ の享 受 を阻 まれ る田園の豊穣 を恋慕 してや まぬか らで あ る.

平和 をねが いつ つ 田舎 の 方 を うち眺 め る と町 方 はつ くづ くいや に な り,

自分 の在 が恋 しうな る. わ しの村 じゃ ｢炭 は いかが ｣ とか ｢酢 は, オ リ

ーブ油 は いかが ｣ な ん て の は聞 いた た め しが な <, ｢いかが ｣ な ん て こ

とは そもそ も知 らな か った. 何 でも村 で でき るんで ｢いかが ｣ さ まは ご

ざらなか った. (32以 下 )

劇 冒頭 の独 白で ｢心 を噛 まれ る思 い｣ (1), ｢ク レオ ンめが (収 賄 した

金 を)吐 き出 しお った ｣ (6), ｢ (三 流 楽 師 カ イ リス が人 々に敬愛 され る

古歌 を奏 しよ う と登 壇 したの を見 て)わ しは背 骨 が ね じれ て死 ぬか と思 った ｣

(15筆者訳 ), ｢産 湯 をつ か って こしつ方今 日日ほ どに石鹸 が 日に しみ た こ

とはあ りませ ぬ わ い｣ ( 17以下, 悲 しい息 いを した, の意 ) と いった 肉体

感覚 に基 く表現 を頚 繁 に用 い る こ とか ら, デ イカ イオポ リス が感 性 に即 して

物 事 を捉 え る気 質 の人 で あ る こ とが初 め か ら明 らか に されて いる.

彼 に とって平 和 な い し正 義 と, 感 能 の喜 び とは合 致す るも の で あ る. そ し

てそれ は 田園 の恵 み に他 な らな い. ア ン ピテ オスか ら三 十年 間 の和約 を表 す

ワイ ンの壷 (袋? ) を受 け取 り, 一 口味 わ って彼 は喜 び の声 を上 げ る.

おお デ ィオニ ュ ソス祭, こや つの風 味 はア ンプ ロ シア にネ クタル だ.

｢三 日間 の粗食 用意 ｣ (注 :従軍 の た め )な ぞ どこ吹 く風 と いった 喋 だ.

そ して ロに含 め ば ｢どこへ でも お気 に召 す ま ま｣ と言 って る よ うだ. こ

いつ を頂戴 して お神 酒 に供 え飲 み干 す といた そ う. アカル ナ イの先 生 ど
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もは ｢さらば ご機嫌 よろ しう｣ だ. わ しは戦 争 だ の災難 なぞ とはも う縁

を切 ったん だか ら家 には いって在方 のデ ィオ ニ ュソス祭 と行 こう.

(195以下)

デ イカ イオポ リス の, 盛儀 的幸福 へ の希求 に基 く平和 へ の願 いは, 戦 争 壱

通 じて利 得 をむ さぼ る一 部 の 層 の人 間 に対 す る ｢庶 民 ｣的怒 りと通 じ合 う.

そ してそれ は, 報 わ れな い下 積 みの人 々へ の同情 とも連 って いる.

この剥 かれ た連 中に二 ドラ クメの 日当 を と言 うのか? 国の守 り手 た る

上段 漕手 た ちは さぞ か し嘆 くこ とだ ろ う. (161以下, 筆者 訳 )

ところで, ア リス トパ ネス の亭劇 の特徴 の一 つ と して, 意 味 の重層 ･複層

的構 造 とい うこ とを挙 げ るこ とがで きる. た とえ ば, 一 つの言葉 な い し表現

が表 面上 の, 文 字通 りの意義 と, 裏 の隠 された意 義 とを付与 され て いる とと

が しば しば あ る. 後者 は狽 襲 な種類 のも のが好 ん で利用 され る. 『ァ カル ナ

イの人 々』 か らよ く知 られた一 例 を引 く と, メガ ラ商人 がデ イカ イオポ リス

にメガラの産物 を売 りこも う とす る箇所 で, khoiros ｢子豚 ｣が女性 陰 部 を

も表 す (764以下 ) といった 具 合で ある. その他, 真面 目とふ ざけ, 尊 敬 と

か らか い, 虚構 と現 実 との間 の, あ る いはその他 の種類 の重層 が随処 に, し

ば しば読者 の意 表 をつ く形 で顔 を出 し, しか も これ らの異 な る重 層構造 が互

いにか らま り合 うこ とも稀 で はな いか ら, 複 雑 な意 味 を含有 す る世界 が現 出

す る ことにな る.

『アル カナ イの人 々』 にお け る喜 劇 と悲劇 とい うテーマ に関連 す る意 味 の

重層 構造 の基幹 をなす の は, 主 人公 デ イカ イオポ リス と作者 ア リス トパ ネス

との重な り合 いであ る.

古書劇 で は, 作者 自身 の政 治 的信 条 の主張 や技 術 的 白讃 が しば しば見 られ

る. しか しそれ は, ほ とん どの場合 劇 中央 部 パ ラバ シス で行 な われ る事 であ

り, しか も コロス という劇 中人物 に よる作者 の代 弁, す なわ ち ｢お師匠 さま

のお っ しゃ るに は｣ (『アル カナ イ の人 々』633そ の他 ) といった引用 の形

式 を取 るの が通 例 で ある. 古 事 劇 で は, す で に前 半 部 で全体 の筋 書 の眼 目と

- 9-



す る 目標 が多 かれ少 なか れ漸 進 的な追求 のの ち到達 され る事 が劇 構成 上 多 い.

終末 部が 劇 全体 の締 め く くりの役 を果 た す こ とが あ るの は確 か で あ る が, 後

半部 ではむ しろ 目標 達成 の及 ぼ す様 々な影響, 特 にお祭 り騒 ぎ, てん や わん

や の類 の諸 エ ピソー ドの並列 的 な提 示 に重点 が おかれ る故 に, 前 半 部 とは形

式的 にも内容的 にも一線 を画 す る性 質 を示 す. した が って これか ら生 じる横

道 的 ｢断層 ｣ また 内 容的 -休 止 た る劇 中央 部, しか も俳 優 た ちが 退場 して コ

ロス のみ劇場 内 に留 まるパ ラバ シス にお いて, 作者 が コ ロス の ロを借 り間接

的 に観客 に 自分 自身 の事 に関 し - すな わ ち劇 中事 件 の枠 を越 え て - 訴 え

か け るの は, 構成 的 な無 理 の度 合 も少な く, 劇 内容 的な 不関連 な い し厚 か ま

しい 自己主享沢の そ し りを憂 え る必要 もあ ま りな い事 にな る.

と ころが 『ア カル ナ イの人 々』 に お いて は, 作 者 の 自己表 出が パ ラ バ シス

にお いて のみな らず, まだ劇 の展 開が進 行 中であ る段 階で, しか も作 者 の

｢代 弁｣ と い う形 で はな く正 に彼 自身が 語 って いるかの よ うに行 な わ れ る点

が極 めて特 異 で あ る. す なわ ち, 彼 を裏 切 り者 と弾 劾す る コ ロス か ら 自己弁

明の洩会 を半 ば脅 し取 って演 説 に取 りか か ろ うとす るデ ィカ イオ ポ リス は,

その前置 きで これか ら行 な お う とす る演 説 の趣 旨や 自分･の置 かれ て い る立場

な どを序論 的 に説 明 す る. そ の際 に彼 は, 劇 中人物 としての役割 を越 え て,

作者 自身 にな り変 っ て語 って いるか のよ うな言葉 を さ しはさむ の で あ る.

この前 置 きは, 主 人公 のエ ウ リピデス訪 問場面 (393- 479) をは さん で

二箇所 に分 か って行 なわ れ る. 弟- の箇 所 で (366以下 )で は, くだ ん の性

質 を明 白に示 す科 白 と してデ イカ イオポ リス は次 の ように語 る.

か く申す わ しが ク レオ ンの ため に去 年 の狂 言 で会 うた災難 は骨身 に こた

えて忘 れ もせぬ. と 申す の は このわ しを評議 会 へ と引きず り込 み 悪 口雑

言, 舌 三寸 に嘘八 百 を並 べ 立 て キュ クロボ ロス の濁 流 み た いに騒 然 と罵

りつ づ けた のだ. お琴 さ まで このわ しは泥 に まみれ, す ん で の と ころで

お陀仏 さ. (377 以下 )

これ は前 年 度 (前 426年 ) に作者 が上 溝 した 『バ ビロニ ア人 』 で, (アテ

ナ イへの貢 納 を運 ん で きた )外 国人 の居 並 ぶ前 で 自分 の (対 外 )政策 の森 口

を言 われ た と して ク レオ ンが作 者 を告訴 した という事 件 に言 及 して い る.

第 二 の箇所 (496以下 ) で はデ イカ イ オポ リス は次 のよ うに語 り出す.
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観衆 の皆 の衆, や き もち は ご無 用です ぞ. 乞食 のわ しが, 身 のほ どわ き

まえず アテ ナ イ人 の前 に狂 言のなか に国家の こ とを弁 じ立 てても. 狂言

とて も正邪 の別 は心 得 と ります る. いささか お耳 に痛か ろ うが, わ しは

これ か ら正 しい こ とを開陳 いた そ う. というの は, ここでは ク レオ ンめ

も, 外 国人 を前 に して国 家 に毒 づ く, な どと杏 め立 てはで きぬ はず だ.

これ は レナ イオ ンの この競 演 ゆえ, 見物 とて もわれ われ だ けだ. 外 国人

は まだ姿 を見せ ぬ. 貢租 も到着 せ ぬ し, 同盟 市 の方 々とて ご同様 だ. わ

れわ れ は今 棟 をえ りわ けた ようにさ っぱ りしとる. 居留 外人 な どは, わ

しに言 わせ りや, 市 民 の盤 さ. (～ 508)

この訳 文 の 出だ し, 二つ の文 章 に されて いるのは原 文で は一 文 で ある. そ こ

で ｢乞食 ｣ とい う, デ イカ イオ ポ リスの劇 中人物 と して の衣 裳 に関わ る虚構

的要 素 を示 す言 葉 と, ｢狂言 のなか に (喜劇 を演 じつつ )｣ とい う喜 劇 作者

としての ア リス トパネス の行 な いを表 わす現実 に関 わ る要素 を示 す表 現 とが

並べ られ る. ｢観衆 ｣, ｢アテナ イ人 ｣, ｢国家 の こと｣ は虚構 とも現 実 と

も関連 す る. ア カル ナ イの老 人 たち は劇 中人物 で も あ り実在 の アテナ イ 区民

でも ある し, 主 人公 の演説 を開 くの は同時 にデ ィオニ ュ ソス劇場 のアテ ナ イ

観客 でも あ る. 扱 われ る話題 た る ｢国家 の こ と｣ も 同様 に劇 中問題 で も あ り

現実 問題 で もあ る. ｢レナ イオ ンの競演 云 々｣ は, 第一 の前置 きで触 れ られ

た 『バ ビロニ ア人』 が上 演 され た春 のエ ラペ ボ リオ ン月 (凡 そ 3月) で は囲

外か らの観 客 も多 か った のに比 して, 今 この作品 の演 じられ る レナ イア祭 は

冬の ガメ リオ ン月 (凡 そ 1月 ) に催 され るの でそれ が まだ少 な い事実 を指摘

す る言葉 で あ る.

作者 の この よ うな 直接 的な 自己表 現 は,ー問題 の演 説全 体 が実際 の民 会 弁論

に形 式的 に似せ られ る こ とに よ り, 一層 コ ロスへ の弁明 とい うよ りむ しろア

テナ イ人一般 へ の訴 えか け とい う性 質 を帯 び て くる. か くて加 う るに, 今見

た ご とく前 置 きの部 分 が ことさ ら二部分 に分 かた れ て いるの で; この訴 えか

けが 同一 の言葉 に よ ってで はな いに して も関連 し合 った趣 旨の下 で繰 り返 し

行 な われ る凍 会 が与 え られた. この点 につ いては また後 で論 じる であ ろ う.

しか も この二 つの前置 きで導 入 され るデ イカイオ ポ リス- ア リス トパ ネス

弁明 は, 程 な く続 くパ ラバ シス (626以下 ) にお いて半 ば要 旨の繰 り返 し,
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半 ば その補 いを伴 う こ とにな る. た とえば,

敵 の奴 らが先生 (作 者 の事 ) をば, われ らの国家 を茶化 す とか, 皆 の衆

を辱 め る とか, しき りに悪 口いたす に よ り, 後悔 も早 いアテ ナ イ人 に一

席弁解 した い と仰せ られ ます (630 以 下 )

とい う言葉 は, デ イカイ オポ リス の弁明 にお ける

ここで は ク レオ ンめ も, 外 国人 を前 に して国家 に毒 づ く, な ど と者 め立

て はで きぬ はず だ (502以下 )

とい う科 白と通 じ合 う. このパ ラバ シス (第-部 ) の作 者 の主 張 の核 心 は,

た とえば 655komoideseitadikaia ｢喜 劇 を演 じつつ正 しい事 を弁 じる｣

とい う表 現 に示 され て い る. この二 重 の要 素 は, 酒 や女 を愛 しつ つ 国 家 の事

を憂 え るデ イカ イオ ポ リスの劇 全体 での言動 でも認 め られ る.

またパ ラバ シス に お いて,

先生 のおか げで, あんた 方 (アテナ イ人 ) は外 国人 の弁舌 にす っか りた

ぶ らか された り, 追 従言 われ て夢 中 にな った リ, 骨 な しの市 民 に な った

りす るの をや っ と免 れ て る (634 以下 )

といった言葉 で (コ ロス を通 じて) 白讃 され る作 者 の政 治 的貢献 は, プ ロロ

ー グにお け る民 会場 面 でベル シアや トラ キアか らの使者 の欺 痛 を あば こ う と

す る主人 公 の行動 を想起 させ る.

さ らに, 劇末尾 で ア ンテス テ リア祭 の早 飲 み競 争 で一 番 にな って帰 って き

たデ イカ イオポ リス の

審判 員 の ところへ わ しを運 ん で くれ. バ シ レウス は どこへ行 った. 革 秦

を拝領 いた した い (1224以下 )

とい う科 白で, ｢蕃判 貞 ｣ は早 飲 み競 争 の そ れ の他 に喜 劇競 演 の それ を表 わ

し, バ シ レウス はア ンチ ステ リア祭 の管掌 者 であ る と同時 に, 本 作 品 の上 演

され る レナ イア祭 の それ でも あ る. ｢草 書轟｣ は した が って主 人公 の得 るべ き

賞 品 でも あ り, また作者 が アテ ナ イ人 た ちか ら要 求す る喝采 の しる しをも意

味す る. これ は悲劇 の末 尾 でも よ く見 られ る観 客 へ の訴 えか けで あ る.

以上 の よ うに, 主 人公 と作 者 との重 ね 合 わせ は, 直哉 な表現 を与 え られ

て いる箇 所, な い し確実 視 し得 る例 だ け を挙 げて みて も, 本作 品 の 冒頭 か

ら, 中ほ どの部 分 を経 て, 終 末 部 に まで行 き渡 って いる. も ち ろ ん両 者 をい
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つ でも, どん な点 に お いても相互 に対 応 させ得 る わけで はな い . た とえば

デ イカイオ ポ リスは, 多 くの ア リス トバ ネス劇 の主 人公 が そ うで あるよ うに

(『雲』, 『蜂 』, 『平 和』, 『女 だ けの祭 り』, 『福 の神 』, デーモ ス を

主人公 とす れば 『騎 士 』 も)老 人 で あ り (397, 1129), この時 二十歳 位 の

作者 とは世 代 の上 で は対 照 的 で ある. しか し, 作者 が舞 台 の上, 大勢 を前 に

して 自分 を主人 公 とあ ま りに も合致 させ る こ とは 自己顕示 が強す ぎる とのそ

しりを招 きかね な い. 技 術 的 に も主 人公 が, アカル ナ イの老 人 と同様 に, 時

に劇 中人物, 時 に現 実 の人間 と して活動す る事 を通 じて, む しろ古事 劇 の錯

雑た る劇 世 界 を作 り出す 一要 因が提 供 され る. それ は, 喜劇 の上 演 され る場

た る祝祭 全 体 の浮 き立 った混 乱 と騒 ぎの雰 囲気 と異 質 の もの で はな い.

しか しな が ら, 繰 り返 す が, 本作 品で は主 人公 の言動 が全 篇 を通 じて作者

のそれ を思 い起 こさせ るので, 劇 中央部 の弁 明場面 お よびパ ラバ シスで 明示

され る作 者 の政 治 的考 え に対 応 す る内容 を持 つ箇 所 や, 劇作 家 と しての ア リ

ス トパネ ス の活 動 に関連 し得 る主人公 の行 な いは, 前 に挙 げた場 面 以外 でも,

この観点 か らも理解 す る試 み を必要 とす るだ ろ う.

以上 の事 を確認 した上 で, プ ロロー グに続 く場面 を見 る こ とに しよ う.

デ イカ イオポ リス はア ンピテ オスか ら三十年 間 の和約 を表 わす ぶ ど う酒 の

壷 を受 け取 り, 田舎 のわ が家 に帰 って ｢在 のデ イオニ ュ シア祭 ｣ を執 り行 な

う (186以下 ) と告 げ る. こ こで舞 台上 で設 定 され る場 所 は, 市 内の民 会場

か ら突然 彼 の 田舎 (267)に変 え られ る (書 却 そ の他 よ りも観客 の想像 力 に

委ね られ た で あ ろ う). この場 所変更 は コロスの入 場 と同時 に起 る. コ ロス

すな わち アカル ナ イの老 人た ち の前 でデ イカ イオポ リス -ア リス トパ ネ ス は

(再 び市 内 に戻 ってか ら)平 和 を訴 え る 自分 の弁 明 を ｢命 を膿-け て｣行 な い,

最後 に ｢あの男 は遂 に議 論 で勝 を 占め, 和議 につ いても皆の衆 を説得 いた し

た｣ (626以下 ) とその主求 を認 め られ る こ とに な る. この両者 の最初 の出

会 いの場 が 田舎 にされ るの は意 味が 無 い こ とではあ る ま い.

しかも この 出会 いのそ の瞬 間 は ドラマ トウル ギ ー的 に一層 意味 深 い. 一人
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で相 手 に和議 を結 ん だ者 が あ る と聞 きつ け猛 烈 な 勢 いで追 跡 して きた ア カル

ナ イ人 た ち は, 憤激 し息 巻 き つ つ怒 鳴 り散 らす.

何 は ともか くきゃつ をば接 して, 石 打村 の方 に 日を配 り, 見 つ か る まで

は山 を越 え谷 を捗 っ て も追 いか け よ うぞ. こん な男 にや どれ だ け石 を投

げた とて わ しの腹 は お さ ま らぬ. (234 以下 )

この, お そ ら くそれ に見合 う身 振 り手 振 りを伴 う (トロ カ イ オス詞 ) 攻 撃 的

な 言 葉 の 直後 に,

静 粛, 静 粛 (237)

とい うデ イカ イ オポ リス の命 令 が響 き渡 る. そ の厳 か な 落 ち着 い た (ス ボ ン

デ イオス調 )簡 潔 さ は, 息 をつ ぐひ まさえ無 いか の ご とき コ ロス の青 葉 と著

しい対照 をな す. 241で も繰 り返 され る デ イカ イ オ ポ リス の この 言葉 は, 宗

教儀 式 を始 め る際 に発せ られ る慣 しのも の で, 字 義 通 りには ｢幸 先 よ い言葉

を話 せ｣ の意 で ある. ｢在 (田舎 ) のデ イオ ニ ュ シア祭 ｣ を 自分 の家 族 だ け

で執 り行 な お う とす るデ イカ イ オポ リス の言 葉 は, 当然 な が ら彼 の妻 子 た ち

に 向 けて言 われ て い る. しか しこの掛 け声 と衝突 す る よ うに接 す る直 前 の コ

ロス の怒 号 も またそ の厳 粛 な調 子 に よ っ て制 御 を受 ける ご と くで あ り, そ の

顕 著 に攻 撃 的 ･戦 闘 的 な表 現 - Ballenade,diokein,ballon, lithois-

は, 膏 な らざ る言葉 と して諌 止 され る よ うで あ る｡

｢在 の デ イオ ニ ュ シア祭 ｣ はポセ イデ オ ン月, す なわ ち 12月 頃 に ア ツテ

イカ地 方 の, 市 内の それ を含 む 区毎 に, あ る いは複 数 の 区が組 ん で, 必 ず し

も 同一 で は な い 日に独 自に祭 られ た. デ イカ イオ ポ リス が今 帰 っ て き て いる

アカル ナ イ 区 にお け る この祭 礼 の事 を記 す 碑 文 も伝 え られ て いる.

歴 史時 代 の ア ツテ イカ地 方 で 毎年 催 され た 四つ の デ ィオ ニ ュ ソス の 祭 の一

つ で あるが (他 の三 つ は, 1月 頃 の ア ンテ ス テ リア祭, 2月頃 の レナ イ ア祭,

お よび 3月頃 の市 の デ イオ シニ ユシ ア祭 ), ｢在 のデ イオニ ュ シ ア祭 ｣ は本

来 は デ ィオ ニ ュ ソス とは関係 の な い祭礼 で あ った ろ う と言 わ れ る (6) それ

紘, 冬の真 最 中 に, 地 中 に眠 る作物 を 目覚 め させ 活 気 づ け るた め に太 古 か ら

行 な われ て きた豊穣 の祭 りで あ った. 後 に な って ア ツテ イカ に導 入 され た,

ぶ ど う (酒 )や 山羊 を特 徴 とす るデ ィオ ニ ュ ソス 宗 教 が この祭礼 をも取 り込

ん だ. しか し, よ り古 い層 に属 す る要 素 は祭 典 の ｢呼 び 物 ｣ の一 つ で あ り続
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けた. それ が, 今デ イカ イオ ポ リスが, 単独 の講 和 を したので他 のアテ ナ イ

人 は排 した まま家族 とだ け始 め よう とす る陽 根 (pilallos)行 列 で ある.

｢静粛 ｣ の掛 け声 を再 度繰 り返 した の ち (241以下 ), デ イカ イオポ リス

は, 揚板 を真 直 <.に持 つ よう奴 隷 に指示 し, 聖物 を入れ たか ごを抱 え る娘 に

供御 の儀 式 を行 な わせ, デ ィオニ ュ ソスへ の嘉納 の祈願 とともに娘 をか らか

い, (想像 上 の)見 物 人 を愉 快 に当て こす ってか ら, 再 び陽板 を其 直 <.に持

て と奴隷 に注意 を与 えつ つ龍 持 ち役 の娘 の後 に立 つ よ う指図す る. 妻 を屋根

の上 に登 らせ て見物 人 の役 を させ, いよ いよ彼の家族 だ けに よる行列 が動 き

出す. そ してデ イカ イオポ リス 自身 は陽 板歌 (phallikon)を歌 いつ つ 皆 の

後か らつ いて ゆ く.

この歌 (263以下 ) で は, バ ッコス と共 に飲ん で浮 か れて夜の町 中 を うろ

つ き回 り, 色事 に うつつ を抜 かす パ レス (phallosの別形 phalesの擬 人化 )

が, 一人 で ｢酒注 ぎ｣ (268spondai ｢講 和 ｣は饗 宴 に おける儀 式た る この

行為 をも意 味す る) をな して戦 争騒 ぎ とお さ らば し, それ よ り木 材 を盗 ん で

運び 出そ う と して い る う ら若 い奴隷 女 を とっつか まえて その花 を散 らす 方が

ず っ と楽 しいと歌 う主人 公 の友 と して (277met血'hemon)呼び 掛 け られ る.

神 は, デ イカ イオポ リス ちと飲 み明か して は, 朝 にな って二 日酔 いを いやす

ための ｢平 和 のお粥 ｣ をすす る よ う誘 われ る. も う用 の無 い盾 は いろ りの上

に引 っ掛 けた まま放 って おか れ るだ ろう.

喜 劇 の 中 で 出て くる揚板歌 という と, ア リス トテ レスが 『詩学 』で悲 劇 お

よび喜劇 の起源 につ いて述 べ て いる箇所 がす ぐさ ま想 い出され る. 彼 は両方

とも即興 か ら発生 した と言 って, ｢悲劇 は, デ ィーテ ユ ラムボ ス の指揮 者 で

あった人 々 には じま り, 喜劇 は, 現 在 もな お多 くのポ リスに慣習 として の こ

って いる陽物崇拝 歌 の指揮 を とる人 々か らは じまって いる. ｣ (第四章, 絵

本訳 ) と説 明 して い る. も しこれが正 しい とすれ ば, 『アカルナ イの人 々』

の この場面 は ｢原喜 劇 ｣ に近 いもの 草演 じて いる こ とに なる. じか しな が ら,

ア リス トテ レス は確 実 な証拠 に基 いて言 って いるの ではな く, た だ理 論 的な

推理 を立 て て いるの に過 ぎな い と解 す る研究 者 は少 な くな い.

しか しこの喜劇 の起 源 の問題 は本 稿 の論 旨 とは直接 の 関係 を持 たな い.~む

しろわれ われ は, パ レス讃歌 を含 めた この陽根行 列場面 全体 が, 本作 品 にお
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け る ア リス トパ ネス の喜 劇作 家 と しての 自己表現 に役立 つ一 手段 とな って い

な いか とい う事 を, 他 の作 品部 分 とのつ な が りを考 慮 に入れ つつ検 討 をす る

ことに しよ う.

この場 面 で観 客 に強烈 な イ ンパ ク トを与 え るの は, 何 と言 って も, 二人 の

奴隷 が掲 げ持 って進 んで ゆ く巨大な陽物 で あ る. それ はデ イカ イオポ リスの

一行 が舞 台 上 に姿 を現 わ した瞬 間 (おそ らく241行 )か ら観 客 の 目を引 きつ

けて離 さな いだ ろ う. また言葉 の上 で も, ｢真 直 <.に持 て ｣ と い うデ イカ

イオ ポ リスの注 意 が 二 度繰 り返 され (243, 259), そ の後 者 の箇所 の 直後

で (260)その ｢硬 直｣ した状 態 の一物 が龍 拝 の娘 の し りえ につ くべ L とい

う指示 が続 き, 最後 にパ レス を名指 しで繰 り返 し (都合 五度 )呼 ぶ phallト

kon が歌 われ る. そ の用 向きへ の言 及も もち ろん忘れ られな い. それ は娘 の

盾婿 へ の期 待, お よび デ イカ イ オポ リス の若 い女 との交 わ りへ の願 望 とに関

連 す る (254以下, 271以下 ).

舌 喜劇 は一般 に, 俳優 の衣 装 の一 部 た る誇 張 した陽根 を一 大特 徴 とす る.

すべ ての男性 登場人 物 が これ を着 け て いた (クレイステ ネス らは 除 くの だ ろ

う) と考 え る人 も いるが, それ は ともか く, 一 つ の作品 の ドラマ トウル ギー

の上 で これ が しば しば, 実際 に見 え よう と見 え まい と, 重要 な役 割 を果 たす

こ とは確 か で あ る.

われわれ の作 品で陽根 が道 具 と して観 客 に 見せ られ る, な い しそれ に対 し

言 及 がな され る箇所 の うち ドラマ トウル ギー的 に重 要 な もの は, 行列 場 面 を

除 く と三 回見 出 され る. 第- なプ ロ ロー グの使用場面 に お いて, 157行 以下.

第二 は, 弁 明場面 に続 くデ イカ イオ ポ リス とラマ コス との最 初 の対 比 (決 )

場面 で, 592行. そ して第三 の例 は, 主 人公 の三度 日の (959以 下 は除外 )

そ して最 後 の ラマ コス との対 比場面. 1216行 以下 で現 われ る.

第- の箇所 で は, トラ キ アの蛮族 オ ドマ ン トイ人 た ち の一物 を見 て デ イカ

イオ ポ リスが あ っけ に と られ る.

誰が オ ドマ ン トイのちんぽ こを剥 いた ん だ? (158, 筆者 訳 )

｢剥 く apothriazein｣の同義 語 を用 いて 161で は彼 らは apopsolein され

た者 たち と言われ る. 両議 は, 男性 性器 の先 端部 を (稚 児 に対す るよ うに)

性 的興膏 を通 じて (7), また は割礼 によ り, 霧 出させ る ことを意 味 す る. ∫.
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Henderson(8)らの考 え るよ うに, 少 くとも ここで は, 両者 の意義 が同時 に含

まれ る と解 す るのが妥 当かも しれな い. 『鳥』 の

か っ こ う, 畠へ 出ろ坊主 頭 め (507, 呉茂 - 釈 )

とい う, フ ェニ キア人が郭公 の到来 と共 に収穫 を始 め る とい う習慣 に関連 し

て言 われ るお どけで は, フェニ キア人 の間 の朝礼 (psoloi)の風 習が, ｢畠｣

という しば しば女性 性 券 の陰 語 として用 い られ る言葉 とか らめて か らか われ

ている. われ われ の箇所 での オ ドマ ン トイ族 は外 国人 と して フ ェニ キ ア人 に

対応 す る. 事実 と して彼 らに は この風 習 はなか った ようだが, 音 劇作 家 はそ

ういう点 に は頓 着 しな い, む しろ ドラマ トウル ギー的要請 か らあえて こ う し

た と言 うべ きだ ろ う. 性 的関連 と して は, katapeltasontai(160)とい う請

に rapeの意 味合 いを認 め得 る と Hendersonは考 えて いる. なお 142行以

下 も参照 し得 る.

いずれ に して も, 一物 の頭 を剥 かれた オ ドマ ン トイは野蛮 ･攻 撃 的 で, デ

イカ イオ ポ リスが 自分 のサラ ダ用 に持参 して きた にんに くを奪 い取 って しま

う. 開鶏 に戦 闘前 に与 え られ た にん に くは攻 撃性 の シンボル であ る. ｢剥 か

れた者た ち ｣ は ｢国 の守 り手 ｣ (163hososipolis) と対 比 され る.

上記 にお いて, 使 者 た ちの欺 痛 と不正 をあぱ くプ ロロー グ場面 のデ イカイ

オポ リスが, パ ラバ シス で 自分･の政治 的功親 を誇 る作者 に対 応す る こ とに触

れた. 使者場 面 の最 後 に くる くだ りで, 疑 いな く観 客 に誇示 され る (157

touti参 照 )野 蛮 ･攻撃 的な 陽 板 は, 主 人公 のさ さやか な庶民的 な楽 しみ を

破壊 し (174), デ イカイオ ポ リス -ア リス トパネ スの平安 の願 望 ･訴 え を

あ くまで阻害 す る要 素 の象徴 と して用 い られ る.

デ イカ イオポ リス とラマ コ ス との最初 の対 比場面 (572以下 ) は, そ の前

の弁 明場 面 と構成 及 びテ ーマ 的 につ なが って いる. すな わち構成 に関 して は,

主人 公の弁 明 を聞 いて半数 の コ ロス は納 得 したが, 半数 はな お怒 りを収 めず,

自分 たち同様 に好戦 的で (566 ｢限光稲妻 の ご とき｣等 ), 自分 らと同 じオ

イネ イス族 に属 す る (568)ラマ コス将軍 へ の呼 び掛 け をき っか けに作 品 は

この対決 場面 へ と進 展す る. テ ーマ 的内容 的 にも, ｢乞食 で あ りなが ら国家,

正義 の事 を論 じる｣ (497以 下, 367参腰 ) という 自己卑下 的釈 明 を前 置 き

として, 戦 争 にな った の はろ くでも な い異 国 出の者 どもや, 遊興 に うつ つ を
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抜 か す若 造 た ち のせ いで あ り し517以下, 524以 下 ), スパ ル タ 人の貴 に帰

せ られな い と主 張 す る前 の場 面 での演説 は,や は り ｢乞食 で あ りな が ら云 々 ｣

(579)と い うヘ リ下 りに続 いて, ラマ コ ス と同年 輩 の若 者 や (601), ペ テ

ン師 (605参照 ) は 兵 役 を逃 が れ て甘 い汁 だ け を吸 う一 方で, 年 寄 りの, 分

別 も あ り, 額 に汗 して働 く人 々 の方 は戦 列 に立 た され る ばか りで使節 の役 に

あ りつ く こ とはな い実態 (600, 610以下 ) に嫌 気 が さ して スパ ル タ と講 和

す る に至 った の だ (599) とい う, 義憤 と糾 弾 を交 えた 弁 明 に連 な っ て ゆ く

(コ ロス の残 り半 分 を説 得 す るた め, 話 を彼 ら自身 に直接 関 連 させ る ). し

たが って この ラマ コ ス との対 決 場面 は, コ ロス の説 得 と 自己 弁 明 の続 きな い

しそ の第 二 部 と い う性 格 をも示 す. 弁 明 の第 -部 に は, 劇 中人物 と作 者 との

異例 の重 な り合 いが 見 られ る と いう事 はす で に上 で述 べ た とお りで あ る.

さ らに, ラマ コス 将軍 は本 作 晶 で, 好戦 派 の代 表 と して ク レオ ンに対 応 す

る性 格 を持 つ人 物 で あ る. これ に関連 す る事 と して, ラ マ コ スが 役 職 を通 じ

て の利得 に汲 々 と して い る と い う非 難 (595以下, 601以下 ) は, ク レオ ン

が (賄 賂 と して 受 け取 った )五 タラ ン トンを吐 き 出 した とい うプ ロ ロ ー グの

一節 や (6), 対 同盟 諸 国 の政 治 に関 して 同種類 の汚職 をに お わ せ る パ ラバ

シス の箇 所 (642) を想起 させ る. ところが, 弁 明第- 部 お よび パ ラ バ シス

にお ける作 者 の 自己表 現 は, ク レオ ン との確 執 に関係 す る面 が 大 き い (377

以下, 502以下, 630以 下, 642, 659以 下 な ど).

このよ うに, 本 作 品 に お いて他 の いくつ か の部 分 に劣 らず 主 人 公 と作 者 と

の重 な り合 い を感 知 させ るラマ コス との対 決 場面 に お いて, 次 の よ うな や り

と りが陽 根 に関 して な され る.

ラマ コス 畜生 ! くた ば っち まえ.

デ イ カ イオ ポ リス お ど しても は じま りませ ん ぜ. ラマ コス 閣下 - こ

いつ は力ず くで は決 め られ ませ ぬ. 力 自慢 をな さる のな ら, なぜ わ しの

あれ を引ん剥 か れ な いの です ? 見事 な武 器 をお持 ち の くせ に.

(590以下, 592前 半 は改 訳 )

｢引 ん剥 く｣ は プ ロ ロー グ, 161で ｢剥 き 出 しに され た 者 た ち ｣ オ ドマ ン ト

イ族 を表 わ す の に用 い られ た 語 apopsolein で あ る. 丁見 事 な 式 辞 ｣ eu-

oplos (592)は ラマ コス将軍 の実 際 の武 者 を示 す と同時 に, 性 的 な意 味 をも
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匂 わ して い る こ とは 間違 いな いだ ろ う. 単 に実際 の 武器 を意 味す るだ けな ら

ラマ コス を怒 らせ る (593) こ とに はな らな いはず で あ る. したが って apo-

psolein は こ こでも, や は り Henderson の考 え る よ うに, 上記 の二 重 の意

義 を持 って いる よ う であ る.

しか しこのや りと りは全体 と して どの よ うに理 解 すべ きな のか? 参 考 に

な りそ うな のが 『騎 士 』963以 下 で あ る (9) 二 人 の話 し手, ク レオ ン を表

わす執 事 パ プ ラ ゴニ ア人 とそれ にな り代 ろ う とす る敵 手 の豚 肉星 (ソー セ ー

ジ売 り) とは, 主 人 デ ーモス の ご機 嫌 と りの競争 に必 死 にな って いる.

パ プ ラ ゴニ ア人 こ いつ の いう こ とな どおき き にな った ら, 革 袋 に な ら

な き やな りませ んぜ.

豚 肉崖 こ いつ の い うこ と をお きき にな った ら, せ が れ の皮 が付 根 まで

め くれ (962以下, 松平千秋訳 )

この辺 りは, 互 いの所 有 す る託 宣集 がデ ー モ スに約 束 して いる と いう福 運 を

並 べ 立 て よ う という場面 な の で, ｢革 袋 ｣ (963molgos)に関す る表 現 は ア

テナ イ人 が ピュ テ ィ ア及び シ ビュ ッラか ら授 け られ た と いう ｢革 褒 (askos

-アテ ナ イ) は (音需れ て も)沈 む こ とはな い｣ と い う内容 の神託 (プル タル

コス 『テ セ ウス 』24)か らヒ ン トを得 て いる のか も しれ な い. しか しこの事

よ りも この箇 所 の趣 旨に関係 す るの は, デ ー モスす な わ ち アテナ イ国民 が,

あた か も家畜 の よ う に利 用 され, 搾 取 され尽 すだ ろ う と い う警 告 で あ る. さ

らに, ∫.Taillardat日 日)らは ｢革 袋 molgos｣にラ テ ン語 scortum ｢革, 売

春婦 な い し男娼 ｣ と同様 の意 味 の発展 を認 め て, この箇 所 か ら性 的ニ ュ ア ン

ス を読 み取 って いる. これ と対 応 す る二 重 の意 味合 いが, 豚 肉崖 の応 答 にも

合意 され て いる よ うで あ る. す なわ ち ｢皮 が付根 まで云 々 pslon- mekhri

tonmurrhinou｣と い う, 蛮族 出身 と して慣 れ親 しんだ朝 礼 の仕 打 ち をパ プ

ラ ゴニ ア人 す な わ ち ク レオ ンは他 な らぬ主 人 デー モ ス に対 して行 な うだ ろ う,

とい う意 が まず 一 つ. 当時 の壷 絵 で は異 国 か らの奴 隷 は しば しば謝 礼 され た

姿 で措 か れ た. それ は アテナ イ人 の噸笑 の 向 う一 点 で あ り, 隷 属 の象徴 であ

った. ク レオ ンに よ って奴隷 化 され辱 め られ たデ ー モス - アテ ナ イは更 に稚

児 と して も さん ざん に弄 ばれ る ことにな るだ ろう. 例 の一物 は男 色行 為 の時

の玩 弄物 に され るの で あ る.
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ここでプ ロロー グで の例 を も う一度 ふ り返 って みる と,

誰 がオ ドマ ン トイの ちん ぽ こを剥 いた ん だ? (158)

とい う表 現 の ｢誰が ｣ と いう疑 問 の 出 し方が いま理 解 で きる よ う に思 え る.

オ ドマ ン トイは この誰 か に権 力 づ くで隷 徒 させ られ利用 され, み だ ちな欲望

(142以下 参府 )の相手 に され て 自 ら淫 奔 に な り, 庶民 の平 安 な 生活 をえ さ

と して略奪 す る よう け しか け られ る. 黒 幕 は, 彼 らの支 配者 (とされ る) ト

ラキ ア王 シタル ケス と結 び つ くアテ ナ イの好 戦 派 で ある.

そ こで今 問題 として いる 591行 以下 で あるが, ｢な ぜわ しの あれ を引ん

剥 かれな いのです? ｣ (592) とい う表 現 は, 制 札 が意 味 され て いる とす れ

ば恥 辱的 で滑稽 と見 な され る 肉体 的 切 除 を受 けよ う とい う卑 屈 な服 従 の 申 し

出で あ り, 性 的 に解 すれ ば稚 児 の方 が イニ シ アテ イ ヴを取 る破 廉 恥 な 同性 愛

の提 案 で あ る と A.H.Sommersteinは考 え て いる 日 日. 前者 の解釈 は前 後 の,

な い しこの場面全体 のデ イカ イ オポ リス の対 決 的姿 勢 と どの よ うにか み合 う

のか, 筆 者 には理 解 で き な い (実 際 に相 手 は武者 を持 って いるの だか ら現実

にな りかね な いので はな いだ ろ うか ). この点後 者 の考 え方 に よれ ば, 本来

受動 的た るべ き側か ら申 し出 る (そ して相手 の一物 の大 な る事 に言 及 す る)

とい う行 為 にあ る厚 か ま しさが, ｢お前 は乞食 の分 際 を も って将軍 に つ いて

かか る言葉 を吐 くか ｣ (593) とい うラマ コス側 か らの憤怒 の反応 を引 き起

こす と解 せ られ て, 文脈 的適合 性 は認 め られ る. も ちろんデ イカ イオ ポ リス

は, 偽 りの ｢破廉恥 さ｣ で相手 を怒 らせ るの を楽 しんで いるので あ る (ただ

この事 は SommerSteinは記 して いな いの で, 彼 が実際 そ う理 解 して いるか

は明 らか でな い).

筆者 は この後 の見解 と同 じ く性 的 な方 向で解釈 す る. ただ し, この箇 所 の

apopsoleinにも二重 の意味 が含 まれて いる と考 え る. tiou及 び ア オ リス

トは実質 的 に命令 法 とい う説 明 が よ くされ るが, 単 純 な誘 い, 患 請 を表 わす

とい うばか りで はな い. プラ トン 『ゴル ギア ス』 503b で, (ソ クラテ ス)

｢しか し, 君 は これ まで に まだ, そ の よ うな (市 民 た ち の魂 を最 善 の も の と

す るよ うに努 め る, 迎合 的 でな い) 弁論 術 を見た こ とはあ る まい. いや, そ

れ とも, も し君 が弁論 家 た ちの なか か ら, 誰 かそ うい うふ うに して い る人 の

名 前 をあげ るこ とが で き るな ら, 誰 がそ うい う人 で あるか を, ど う してぼ く
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にも早 く打 ち明 けて くれ な いの かぬ ( tioukhi･･･ephrasas)｣ (如 来 彰

俊訳 ) と, あた か も相手 の カ リク レスか ら答 えを教 えて も らいた くて し ょう

がな い とい う素 振 を見せ るソ クラテ ス の問 い は, 実 際 は ア イ ロニ カル で あ る.

す で に対 話 清 の前 の 方 で彼 は ポ ロス に対 し ｢弁論 術 は料 理 法 な ど と同 じ く迎

合 の技 の一 つ で あ る ｣ と明言 して い る (463b 以下 ). これ は今 の引 用 文 の

前半 の断 言 的な 否定 ( oupopote - eides ) に対 応 す る. そ して実 際 に聞

かれ た方 の カ リク レス も, そ れ が解 答 不 能 な 問 いで あ る こ とを留保 付 き なが

らあ っさ りと認 め て ｢いや, ゼ ウス に誓 って, ぼ く と して は, 少 な く とも現

代 の弁論 家 た ち の 申か らは, だ れ一 人, そ の ような 人 の名前 をあ げ る こ とは

できな い よ｣ と言 う｡

われわ れ の箇 所 で も, ｢畜生 ! 死 ぬ こ とにな るぞ ｣ (590) とい う相 手

の脅 し文 句 にき っぱ りと抵抗 して, 断 言 的 な否定 が まず述 べ られ る, ｢こい

つ は力ず くで は決 め られ ませ ぬ ｣ (591). 次 いで, しか しそれ でも一 応 相

手 の言 い分 を尊 重 す るか の よ うに ｢だが, も しも あ なた が力 (に'自信 ) が あ

るのな ら｣, (eid' - ) と続 け られ る (プ ラ トンの引 用 文 に お け る e

ei･･･参 照 ). とこ ろが最後 で ｢早 くわ しの あれ を剥 き 出 しに して下 さ れ.

見事 な武 器 をお持 ち な のだか ら｣ と いうおち にな る. デ イカ イオ ポ リス は こ

こで相手 の それ を指 し示 す よ うな しぐさ をす るのだ ろ う. この一 見性 的 な誘

いを装 う言葉 は, デ イカ イオ ポ リス とい う年 寄 で (仮面 ) しかも 乞食 の衣 装

を ま とって いる性 的 魅力 の全 くな い人間 か ら発せ られれ ば, 滑稽 きわ ま リな

いも の とな る. われ われ は例 え ば 『女 の議 会 』で, 若 い男が老 婆 の家 を若 い

女 の それ と取 り違 え て戸 を叩 き, 出 て きた色 狂 いの老 婆 に引 きず りこ まれ そ

うにな る と いう場 面 を想 い出 す (976以下 ). 前 に ア リス トパネ ス劇 の 主 人

公が しば しば老 人 で あ る こ と に触れ たが, そ れ は恐 ら く一 つ に は, この 年令

設 定 が喜 劇 味 を作 り出す のに好 適 で あ るか らだ ろ う (この点 青年, 壮 年 を巡

る物 語 とな る こ との多 い悲劇 と対照 的 で あ る). 今 の箇 所 で も,･-年寄 りの乞

食 が若 くた くま しい男 に しな を作 り誘 い をか ける こ とが観 客 の笑 い を引 き起

こす. しか しこれ は ラマ コス に とって は侮 辱 に他 な らな い態度 で あ り, ｢見

事 な武器 云 々｣ とい う言 葉 は 彼 の逆 鱗 に触 れ て ｢乞食 の分際 で俺 に向 い その

ような 口を聞 くか ｣ (593) と激 昂 させ る こ とにな る. 言 う まで も な く , こ
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の場 面全 体 を通 じて ラマ コス と対決 す る姿 勢 を明 白に見 せ て いる デ イ カ イオ

ボ リス は, 先 ほ ど触 れ た 『女 の議 会 』 の老 婆 の よ うに色 好 み か ら こ う言 うの

で は な い. 辛 嫌 ･皮 肉な か らか いの調子 は, アオ リス トが現 在 形 の場 合 よ り

切願 的 (dringend) に響 く (12)だ け一 層 効 果 的 に な る.

この よ うに侮 辱 され る将軍 は ｢見 事 な 武器 をも って い る｣. これ は性 的意

味 と同時 に, 言 うまで も な く, 文字 通 りラマ コス の実際 の武 装 に も関連 す る.

オ ドマ ン トイ を ｢剥 き 出 し｣ に した 好戦 派 が彼 らを野蛮, 淫 奔 な 手 先 と した

如 く, ラ マ コス は ミュ シ アの 帽子 (439) をかぶ ったデ イカ イオ ポ リス をそ

の金 属性 の武器 で制 札 して隷 従 せ しめ, か つ その た くま しい一物 で興 奮 させ

て思 いの ま まに操 る よ う に誘 わ れ る が, 喜 劇 的 か らか い の調 子 を通 .じて実際

に は彼 に はデ イカイ オポ リス に対 してそ の よ うな 力 を撮 えな いこ とが 示 され

る.

デ イカ イオ ポ リス の この強 さ を生 み出す の は彼 の庶民 と して の誇 り と怒 り

で あ る.

わ しは律儀 な市 民 で, 役 職 あ さ りさん で はな い. 戦 が始 まっ て この 方 わ

しは兵 隊 さんだ が, お前 は戦 が 始 ま って この 方給 料 泥 棒 さん だ.

(595以 下, 筆者 訳 )

陽 板 に関連 す る場 面 と して最 後 に取 り上 げ るの は, 劇 末 尾 で主 人公 が ア ン

テ ス テ リア祭 の 中の一 日, コエ ス の祭 りの飲 み比 べ 競 争 で一 位 に な っ て二人

の踊 り娘 に二抱きかか え られ な が ら戻 っ て くる箇所 で あ る. 同時 に, 戦 場 に赴

いて いた ラマ コス も帰 っ て くる が, こち らは 負傷 して い る.

ラマ コス つか ん で くれ, 艦 をつか ん で くれ. 〔痛 み にひ る ん で 〕畜 生.

お願 いだ, _しっか りつ か ん で くれ.

デ イカ イオポ リス 〔二人 の 白拍 子 に〕 さ あ ご両 所, い い娘 だ. 大 事 な も

のの ど真 ん 中 を しっか りつ か ん で くれ.

ラマ コス 頭 を石 に 打 ち つ けて ふ らふ らす る. 日が く らん で ま い った.

デ イカ イオ ポ リス わ しも寝 た いわ. あ そ こが立 っ て暗 が りの- 儀 が い

た しとうな った. (1214以下, 若 干 改訳 )

コエ ス の祭 日で は, 酒神 デ ィオ ニ ュ ソス とアル コ ン-バ シ レ ウス の妻 との い

わ ゆ る聖 婚 の儀 式 が 行 な われ る慣 わ しで あ った. これ も 自然 にお け る 生 命 力
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の増 大 を願 う豊 穣 儀 礼 の一 つ で あ る. 酔 いつ つ苦 く魅 力 的 な女性 に力 の 報 っ

た一 物 を握 らせ る場 面 は, 性 と生 の活 力 を請 う世 俗 的喜 劇 的 な表 現 で あ る.

しか も これ は, 勝 者 と敗 者 との相似 した 身 ぶ り ･言 葉 を通 じて攻 撃 的 ･破壊

的な戦 争推 進 者 の負 傷 と悲嘆 と対 比 され る事 によ り一 層 強調 され る. と ころ

が, す で に触れ た よ うに, こ の箇所 にほ ぼ接 す る本 朝末 尾 で は書 劇競 演 の蕃

判 員 に対 し好意 を求 め る暗示 的 な訴 えか けが な され る (1224以下 ). 一物

のそ そ り立 つ主 人公 とこのよ うに重 ね合 わ された 作 者 が, ｢万歳, 雄 々 しい

勝者 よ｣ (1227他 tenellakallinikos)の掛 け声 を受 けな が ら退場 す るの

は, 滑稽 で ある が故 に押 し付 けが ま しくな い勝利 の懇静 であ り, しか も また

滑稽 な表 現 を通 じて 生命 力 の 横 溢 を誇示 す るが故 に喜劇 にふ さわ しい 自己讃

美的 しめ く く りで あ る.

そ のほ か新婦 が新 郎 の一物 を家 で守 る こ とが で き るよ うに した いとデ イカ

イオ ポ リス に瀕 ん で来 た のに応 え, ｢徴 兵 が始 ま った ら夜毎 に婿 の一 物 を こ

れで (オ リー ブ油 の よ うに) 塗 るが よい｣ (1065以下 ) と平 和 の 象徴 た るぶ

どう酒 を授 ける個 人 市場 の一 場 面, 劇末 尾 の踊 り子 との場面 の予 告 た る1148

以下 の用例 も, デ イカ イオポ リスの和平 の行動 と重 な る作者 の主 張 に間 接 的

に関連 す る.

以上, それ が 観 客 に は っき り と示 され る場面 は も ちろ んの こと, 単 に 言葉

で言 及 され る場 合 で も陽 板 は本 劇 で, た だ滑稽 な 効 果 を狙 っただ け とい うの

ではな く, 必 ず 和平 のテ ーマ とか らみ合 って いる と いう事 を示 したの は, こ

れ らの箇 所 に ま さる とも劣 らぬ ほ どに陽物 が観客 の注意 を引 きつ け る行 列場

面 も また, 喜劇 作 家 と しての 営 為一 般 な い しはそ の 自負 と主 張 を含意 す る性

格 をもつ の で は な いか とい う事 を, 比較 参 照 を通 じて確 め よ う と思 った か ら

であ る.

まず, 陽 板 行 列 (そ の準備 場 面 を含 め ) に よって誰 わ れ る平和 の享 楽 が,

主戦 派 ア カル ナ イ人 の人 々の攻 撃性 と対 比 され る. 儀 式場 面 の導 入部 で の

｢静 粛 ｣ の掛 け 声 と, 老 人 た ち が 自らを追 撃 に鼓 舞 す る言菜 とが 衝突 し合 う

点 に つ いて は上 で触 れ た. 行 列場 面 は最 後 に, ｢平 和 ｣ (278)とい う言葉

が聞 かれ た 直後 に コ ロス によ り中断 させ られ る (280以下 ). 彼 らが ｢打 て,

ぶ て ｣ と何 回も繰 り返 して迫 って くる とデ イカイ オ ポ リス は,
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お主 た ち は壷 を こわ す気 か (284, 筆者 訳 )

と叫 ぶ. この壷 とは, 儀 礼用 ケ ー キに注 いだ ス ー プ (246)を容 れた物 と推

察 され る.

ところで, オ ドマ ン ト族 の場 面 で は陽根 は攻撃性 ･好 戦 的 行動性 を表 わ し

たの に対 し, 劇 末尾 ではそれ は主戦 派 を噸 け りつ つ 己れ の勝利 を誇示 す る平

和 の喜び の しる しとな った. 間 に くるラマ コス との対決 場面 で は, 戦 争 を推

進 す る将軍 のそれ は男性 的破 壊 力 と対応 す る一 方 で, ｢剥 か れ ｣ 意 の ま まに

され るこ とを喜 劇的邦漁 に よ り拒 絶 す るデ イカイオ ポ リスの それ は庶 民 的実

症, 公正 感 に根 ざす 堅実 な生清 の希 求 を支 持 す る.

この場面 で ラマ コスの ｢見事 な武 器 ｣た る揚物 が おそ らく指 し示 され た と

いうこ とは上 で触れ たが, デ イカ イオポ リス のそれ は ど うだ った であ ろ う?

｢剥 かれ て｣ いな い とい うこ とは要 す る に弛 緩 して いる とい うこ とだ が, こ

の状 態_にあ る一 物 を喜劇 で特 に取 り上 げ るの は老 人 の性 的不 能 を あ ざ け る時

であ る. 『蜂 』 の終 りの 方で, 息子 によ り再 教育 を試 み られ結局 それ を失敗

に終 らせ る ピロ クレオ ンが, 社 交術 を学 んで くる よ うに と息 子 か ら送 り込 ま

れ た宴会場 か ら盗み 出 してきた笛吹 き女 に言 う科 白,

小 さ い可愛 い黄 金虫 さん, こ こへ お いで この縄 を手 に取 っ てね.

さあ持 って ごらん. お っ と気 をつ けて, 縄 は腐 って いるか らな

(1341以下, 高津 春繋 訳 )

で, ｢腐 った (sapron)縄 ｣ は彼 の た るん だ一物 を意味 す る. 1380以下 で

は sapros という詩 はブデ リュ ク レオ ンによ り ｢何 も出来 な い｣ とい う表現

と結 び付 け られ て いる. 色気 はあ る のに体 の力 はな えて いる とい う滑 稽 さを,

垂 れ下 った一物 を観 客 に見せ る こ とによ り視 覚的 に表現 して いる とい う事 は

まず 間違 いな い. しか しこ･=で注 意 すべ き は, ピロ クレオ ンは決 して老 放 し

た よぼ よぼ の老 人 で はな い とい う事 であ る. 彼 は宴 会場 で さん ざんへ らず ロ

を叩 き狼 薄 無作法 を働 き, 帰 って くる途 中で も誰 彼 な しに殴 りか か った りと

いった有様 で, 劇末 尾 で はカル キ ノスの息 子 た ち を相手 に激 しい踊 りの競 争

まで して見 せ る. したが って ｢腐 った｣一物 はこ こで は, な えた 力 の あ ざけ

りの為 と いうよ りは, 息 子 に い い年 を して と い く ら諌 め られ ても聞 こ う と し

な い片意 地 の, 性能 力 に関 して は ともか く, 余 りにも元 気が あ り過 ぎ て周 り
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を静 易 させ る無 骨 な老 人 の描 写 の一 手段 にな って い る. だ か らわ れ わ れ の作

品の今 問題 に して いる場 面 で も, デ イカ イオ ポ リス の ｢剥 か れ る ｣事 を拒 否

す る垂 れ た一物 が, 決 して無 能 力 の しる Lと して で はな しに, む しろ一 種逆

説 的 に彼 の力 を示 す 道具 と して観 客 に見 せ られ ラマ コス の ｢見事 な式 辞 ｣ と

視 覚的 な対 比物 に された とい う演 出 は有 り得 な くな いで あ ろ う. しか し この

点 は科 白の上 で は確 め られな いか ら, 主 人公 のそ れ はた だ言 及 され るの み と

いう可能 性 もも ち ろん強 い.

観 客 に見 せ られた にせ よ, そ うで な い にせ よ, ｢剥 か れ る｣ こ とを拒 否 し

て いるデ イカ イ オポ リス の一 物 は, 譲 り返 す が, 内 に輯牡 に して 不屈 の カ を

礎 め て い る. こ の力 は どこか ら来 るのか? ピロ ク レオ ンの場 合, その羽 目を

外 した暴 れ ぶ りは彼 の心 の生 来 の ｢病 ｣ (てl等), ｢狂気 ｣ (744)の性 向

にそ の原 因 を求 め得 る. それ は ク レオ ンにた ぶ らか され (596以 下参 照 )裁

判熱 に うか され るに留 ま らず, それ をや め させ られ た後 も他 の領 域 で捌 け 口

を見 つ けて は暴 れ 回 る. デ イ カ イオ ポ リス の場合 は, 平 和 な 生活 によ っ てそ

の享 受 が可 能 に な る 田園 の豊 穣 な恵 みへ の思 いが彼 の信 念 と行動 を支 え る.

市 内 にあ る民 会 で展 開す るプ ロ ロー グ場 面 で はた だ 思 い焦 が れ る に留 ま らざ

る を得 な か った 田園 の豊 穣 は, その儀 に抱 か れ る在 のデ イオ ニ ュ シア祭 場面

に至 って 直哉 な讃 美 の表 現 を与 え られ る. 巨大 な陽 物 は 田園 の蔵 す る生 命 力

を視 覚 に強 烈 に訴 え る演 出で 明 らか にす る. これ はデ イカ イオポ リス個 人 の

帝敏 を表 わ す とい う よ り, 田園 および そ こに根 ざす 人 々-二股の堅 実 な た くま

しさ を強調 す る. この本源 の 力 に支 え られ それ を基 盤 と して主 人 公 は, 生命

を破 壊 す る ｢武 器 ｣ を誇 るラ マ コス と対 時 す る. 劇 後半 部 で は田園 の豊 穣 な

恵 み の力 は平 和 のお か げ で発 現 し, 諸 々の具体物 の形 を とって現 わ れ, 最 後

に生 命力 と直接 つ らな る性 的 営 みの歓 楽 が主 人公 の そそ り立 った 歯根 と い う

個別 的事 物 に よ って端 的 に示 され る.

生 命 を育 み保 護 す るこの根 源 的な 力 を詩 人 は, デ イカ イオ ポ L)ス に陽 根 神

パ レス を歌 い上 げ させ る こと に よ り称揚 す る. パ レス と共 に分 か つ生 の喜 び

はデ イカ イ オポ リス の行 勤 の支 えで あ る と同時 に, 作者 の従事 す る創 作 活 動

の特 質 と指 向 目標 の誇 り及び 健 全 さ ･有 益性 が この喜劇 にふ さわ しい神 へ の

讃歌 を通 じて詣 われ る.
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在 のデ イオニ ュ シア祭場面 は, コロス によ り中断 させ られ, 主 人 公 は彼

を ｢祖 国 の裏切 り者 ｣ (290) と呼 ぶ ア カル ナ イの老 人 たち に詰 め寄 られ る.

彼 は 自分 の言 い分 を聞 いてほ しい と彼 らに頼 むが, 彼 らは勝 手 に敵 と講 和 を

結 ん だ もの に貸 す耳 はな い と頑 なな態度 を示 す. しか し状況 はデ イカ イオポ

リス が, で は彼 らをひ ど い 日に合 わ せてや る と言 って家 に入 り, 炭龍 を ｢人

質 ｣ と して持 って戻 って きた ときに変化 す る (325以下 ). 彼 は それ を小脇

に抱 えな が ら, 炭焼 人 た る彼 らの面 前 で殺 す 素撮 ぶ りを示 し, ｢同輩 ｣ の命

を危 ぶむ彼 らか らと うと う弁 明 の機 会 をゆす り取 る. この辺 りか ら 『ア カル

ナ イの人 々』が, エ ウ リピデ ス の悲 劇 『テ レボス』 の趣 向 を借 り, そ の筋書

きを模 そ う と して い る こ とが 明 らか に され て くる. (13)

前 438年 に上演 され た この悲劇 は, 貧弱 な断 片 によ って しか 今 日で は伝

わ らな いの で, その場面展 開 お よび 内容 の正 確な と ころ を知 るの は困難 で あ

る. しか し劇 の前提 事 件 を含 み, 大 凡 次 の様 な事 を言 え るだ ろ う. 主 人 公テ

レボ ス は トロヤ の南 方 ミュ シア の王 であ った. トロヤ遠 征 を企 らむ ギ リシア

軍 は初 め誤 っ.て, あ る いは計 画 的 に, この地 方 に到来 し, 攻 撃 を始 め る. チ

レボ ス は ミュ シア人 を率 いて抗戦 したが ア キ レウス によ り太 随 を傷 つ け られ

た. この時 はギ リシ ア軍 は一 旦 帰 って いった. この傷が 直 らな いのでテ レボ

スが アポ ロ ンに託宣 をうかが う と, ｢傷 つ けた者 が いや す で あろ う｣ との答

えだ った ので, アキ レウス を求 めて ギ リシアへ赴 く. こ こまで は前提 部 分 で

あ る. エ ウ リピデス の劇 は, アル ゴスに到着 した主 人公 の独 白で始 ま る. 自

分 の 出 自, 経歴 な どを語 りつ つ彼 はや って来 た 目的 をも プ ロ ロー グで 明 らか

に した で あろ う事 は間違 いな い｡ こ こで の つ けか ら観 客 を驚 かす 趣 向 は､ ミ

ュ シアの王 を土地 の乞 食 に扮 させ る事 で あ る｡ これ は敵 の国 内 に滞在 し行 動

す る危険 を防 ぐた め であ った｡ 彼 は アガ メム ノンた ちが集 ま って いる場所 に

(そ の同情 を催 す外 見 を利 用 して)入 るの に成功 す る. ギ リシア の将軍 た ち

が再 度 の トロヤ遠征 につ いて論 じる 中に彼 は ｢乞食 で は あ るが ｣ と卑 下 しこ

とわ りつつ 言葉 をさ しは さむ. ギ リシア人 た ち は ミュ シ アで のき艶聞で受 けた
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被害 (た とえば テル サ ン ドロス という将軍 がテ レボ ス によ って倒 され た ) 杏

嘆き憤 った ので あ ろ う (断片 771Ⅳ参照 )｡ 乞食 姿 の主人公 は, 自分 た ちア

ル ゴス (ギ リシ ア)人が敵 か ら攻撃 され れ ば防戦 して行 な うであ ろ う こ とを

彼も した だ けだ とい う趣 旨の テ レボ ス弁護 をす る. これ を聞 いて ギ リシ ア人

たち は 自分 たち を侮 辱す る弁 と憤激 した よ うであ る (712,713Ⅳ). ア ガ メム

ノン とメネ ラオ ス との間 のも の と思 われ るギ リシア人 同士 の論 争 が この場面

に属す るか はは っき りしな い (717,718,719?,721?,722,723Ⅳ). 変装 したテ

レボ ス に よ る 自己弁護 と並 ん で古代 では有名 であ ったオ レステス人質場 面 の

作品上 の位 置 も不 明 で あ る. 『アカル ナ イの人 々』 では炭龍 人質 は弁 明 の前

に置 かれ て いて これ を 『テ レボ ス』 に当て はめる と人質場面 は比較 的前 の方

に くるが, や は り 『テ レボス 』 の大規模 なパ ロデ ィーを して みせ る 『女 だ け

の祭 』 にお いて 対応 す るぶ ど う酒入 り皮袋 の人質 場 面 (689以下 ) では, 女

に変装 した ムネ シロ コス によ るエ ウ リピデ ス弁護 の後, 女 た ちの憤激, ク レ

イステネ の注進 に よ る老 人 の正体 の暴露 と続 き, 窮 地 に満 った彼 が皮袋 を一

人の女性 の子供 と思 い込 んでひ っさ らい人 質 とす る, と展 開す る. や は り

『女 だ けの祭 』 の方 が オ リジナ ルに よ り忠実 に筋 を進 めて いる と考 えた 方が

良 さそ うで あ る. 『アカルナ イの人 々』 で, 発言 の機 会 を得 るた めに人 質 を

取 る とい う非常 手段 に走 るの は, パ ロ ドス において攻撃 的態 度 に 出る コ ロス

によ り言 い分 を聞かれ る どこ ろか身 の危 険 を感 じさせ られ る とい う状 況 か ら

生 じる特 殊 な場 面展 開で あ り, 『テ レボ ス』 に適合 す る とは思 えな い. ｢禍

の防御 のた め｣ (697Ⅳ) と, おそ らくプ ロ ロー グで主人公 の言 う乞食 の憐 れ

なぼ ろを着 て いるテ レボ スは, その大胆 な演説や ク レイステ ネス の告 げ 口に

対応 す る新 しい事態 が生 ぜぬ 間 は, デ イカ イオポ リスが コロス にそ う患 われ

るよ うに危 険人 物 と見 な され る気遣 いはな いはず で あ り, ｢貴顕 の人 々｣の

間で乞食 が 発言 を求 め よ う (703) とい う行動 は厚 か ま しい とは感 じられた

にせ よ, あ えて制 止 せ られ るべ き理 由はな い. そ こで 『女 だ けーの祭』 に基 い

て考 え る と, 演 説 とギ リシア人 の憤 激 の後 にテ レボ スの変装 の見破 りの場面

が来 た のか も しれな い. T.ち.L.Webster(= )によ る とこれ は メオ ラオス とオ

デ ウ ツセ ウスの不審 をき っか け とす る｡ ここで初 め てテ レボ ス は危険 に陥 り,

幼児オ レステ ス を人 質 に取 る行 為 に走 った のだ ろ う. こ こで劇が一種 の行 き
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詰 りにな った時 に, ｢テ レボ スの導 き な しに は トロヤ は攻 略 され な い｣ と

いう主 旨の神託 (ヒュ ギ ヌス 101)および主 人公 が 元来 ギ リシア人 た る事 実

(プ ロロー グでヘ ラ ク レス の子 であ る と彼 自身が語 って いる) が状況 の 打開

に寄 与 した か? 最後 の方 で ア キ レウスに よ る傷 の いや しが あ った であ ろ う.

テ レボス先 導 の下 で の ギ リシ ア軍 の船 出 の準 備が簡 単 な 動 きな い し言葉 で示

され たか も しれ な い. exciting(Webster)な劇 で あ った とも言 え るだ ろ うが,

随分 色ん な場面 を詰 め込 んだ作 品 と言 う感 を与 え る作 品 であ る.

この内容豊 か な悲 劇 の趣 向 で 『ア カル ナ イの人 々』 に お いて特 に利 用 され

るの は, 人 質行 為お よび 自己弁 明で ある. この二 つ は, 前述 の よ うにオ リジ

ナル の場面 順序 を変 え る こ とに よ り, 即 ち意 図的改 変 を通 じて, 密接 に つな

げ られた. この人質 かつ 弁明 という筋書 き は, これ も既 に触 れ た ごと く, パ

ロ ドスにお いて主 人 公 と登場 した ばか りの コ ロス とが最 初 か ら完全 な敵 対状

態 に陥 る と言 う状況 か ら導 か れ る. ところで, 何故 パ ロ ドス で入 って き た コ

占スが, 主 人公 が在 のデ イオ ニ ュ シア祭 を祝 って いる所 を見 出す とい う場面

設 定 にされ た のだ ろ うか? 劇 構成 法 と して, コロス と最初 に顔 を合 わ せ る

時 の主人公 の行 為 に は他 にも いろ いろな選択 肢 が あ った はず で あ る. こ う考

えれ ば, 在 のデ イオ ニ ユ シア祭 の陽物行 列場 面 は, 作者 の意 図 にお いて, コ

ロス との敵 対 を通 じて人 質 か つ 弁 明場面 とい うエ ウ リピデス のパ ロデ ィ と関

連 づ け られ て いる と解 してよ さそ うであ る. しか も この パ ロデ ィーは, 悲劇

作家 自身 か ら主 人公 が 『テ レボ ス』 の衣 装道 具 を借 りる とい う行 為 を通 じて

一層 強調 され る.

悲 劇 で のオ レステ ス人 質 を摸 す庚 龍人 質 という手段 を通 じてデ イカ イオポ

リス はコロスか ら弁 明 を許 され る. ｢まな板 ｣ を前 に置 いて演説 に命 を勝 け

て いるこ とを示 す と いうも う一 つ の喜劇 的行 為 (358以 下, 318参 照 ) も エ ウ

リピデス の作 品 のも じりであ る. ところが一 旦 ｢まな板 ｣ を足元 に置 いて弁

明 を始 めそ うに見 え たデ イカ イオポ リス は, ｢演説 開始 とい く前 に一 つ ごめ

ん蒙 って で きる限 り去 れ な姿 を いた した い｣ (383以下 ) と述 べ て 中断 し,

エ ウ リピデ スの家へ 赴 く.

この第- の前 置 き (prooimion) を第 二 のそれ (496以 下 ) と比 べて み る と,

前者 の出だ しの部分 は演 説本 体 (509以下 ) にそ の ままつな げて もおか しく
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はな いと言 えるほ どに後者 と対応 し合 っ て いる. 即 ち, ｢ほ ら見 よ (thea-

sthe)｣ (366)は ｢見物 人 た ちよ (theomenoi) ｣ (496) と, 317以 下 で

｢正義 ｣ の言葉 と一緒 にされ る ｢まな板 ｣ (366)は ｢喜劇 も また正 義 を知

る｣ (500)という表 現 と対応 す る し, ｢こんなにち っぽ けな 人物 が ｣ (367,

年寄 りで腰 の曲が った, とい う等 を指 す か, 703参 照) は ｢乞食 であ りなが

ら｣ (497) という言 葉 と 自己卑下 にお いて呼応 す る. ｢決 して卑怯 な まね

は しな い｣ (368) という決 意 は ｢衝撃 的 で はあ るが正 しい こ とを誇 るつ も

りだ ｣ (501) にお いて繰 り返 し表 明 され る. そ して ｢ラケ ダイモ ン人 のた

め正 しい と思 うこ とを述 べ るつ も り｣ (369)を 509な い し 502 に続 けて

も無理 は生 じな いだ ろう. ところが 370に至 ってデ イカイオポ リス は ｢と

はいえわ しには恐れ る こ とが 沢 山あ る｣ と憂慮 をも ら し, な らず者 にお だ て

られ欺 され る農 民 た ち, 陪蕃 員 の 日当に惑 わ され被 告 を有罪 にす る噂虐 趣味

に酔 い しれ る老 人 た ち, そ して去年 の作 品 の件 で ア リス トパ ネス をさん ざん

な 目に会 わせ た ク レオ ンの こ とを思 って怯 む様子 を明 らか にす る. そ して

｢演説 を始 め る前 に憐 れな格 好 をす る こ とに しよ う｣ (383以下 ) と言 って

中断す るの であ る. そ して演 説 を再 開 した時 には (496以下 ), 事 の剣 呑 さ

は依 然 と して十 分･に意識 して いるも のの (501deina等 ), 第- の前置 きに

おけ る如 くそれだ か らた め ら う という素撮 はも う見 せ な い. つ ま り二 つ の前

置 き の間 に はさ まれ る部 分 に お いてデ イカ イオポ リス はある種 の 勇気 な り心

梼 えな りを得 た ので ある. こ の こ とは実 際 に第二 の前置 きに入 る直前 の言垂

(483以下 )で示 され て いる.

この気丈 の因 とな る ｢憐 れ な｣, すな わち乞食 の格好 払 裁判 にお け る泣

き落 し戦 術 と して の聴衆 の憐 偶 を誘 う手 段 で はな い, 何 故 な ら主 人公 は いま

同情 を乞 お う と して いるので はな く, む しろ彼 らに とって耳 障 りな こ とをあ

えて言 お う と して いるか らで あ る. そ して実 際 に コロス の半 分 は彼 の話 を聞

いて ｢乞食 の くせ に｣ (558)借越 な ロの きき ょうをす る と激 粛す る. 相手

の神 経 を逆 な です るかも しれ な い手 段 を とる ことが どう して主人 公 の心 を強

くす る こ とが で きる のか? それ はむ しろ彼 の立 場 を一 層危 う くす る と いう

結果 を十 分 に予想 させた はず で ある.

二 つの前 置 き には さまれ る部 分 でエ ウ リピデス の家 の戸 を叩 く主 人公 に ま
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ず答 えるの は悲 劇詩 人 の奴隷 で ある. ｢ (主 人 は) 内 に いて内 にあ らず ｣

(397)という ソフ ィス ト的な 言 い回 しを聞 いてデ イカ イオ ポ リス は, 奴隷

までがか くも巧 みに語 る とは, と詩 人 を至福 者呼 ばわ りす る｡ この秩 序 の転

倒 な い し混乱 は詩人 本人 の創作 行 為 中の振舞 に よ って視 覚的 にも表現 され る｡

主人 公が彼 に話 を聴 いて くれ と呼び掛 け るが, 詩 人 は上 方留 吊 りにな って忙

しく執筆 中であ る. デ イカイオ ポ リスが皮 肉 る.

高 い ところで ご執筆 です な. 下 だ って い いで しょうに. どう りで び っ こ

がた くさん で き る ってわ けですな. (410以 下 )

悲劇 作家 の作 品 の主 人公 た ちが しば しばび っ こで あ るの は, 彼 が現実 か ら遊

離 して ソフ ィス ト的空論 ･論 弁 に いつも患 いをはせ て い るか らで ある. エ ウ

リピデスの作風 は また

ところでなぜ そ んな悲劇 に 出て くるよ うな准 襟 をご着用 な ん です. そぞ

ろ哀 れ を催 す お 召 し物 です な. なるほ ど乞食 をた くさん 出 しな さ るのも

合点 が行 く. (412以 下 )

とい うよ うにも邦漁 され る. 詩 人 は悲劇 作 家 と して本来 過 され るべ き敵 意 を

も ってデ イカ イオポ リス か ら呼 びか け られ るが (400,405な ど, も ち ろん

mock-heroicで あ る), そ の威 厳 あ る地 位 とは裏腹 の悲 劇 の卑俗 化 が エ ウ リ

ピデ スの作 風.の別 の側面 とされ る. これ らの二 つ の側面 は互 いに和 し難 いよ

うに見 え るが, た とえば 『テ レボ ス』 に お いても両者 が 結び つ け られ て いる

のが認 め られ る. ミュ シアの王 テ レボス は乞 食 に身 をや っ し, 実 際 に物 乞 い

の行 為も した よ うで あ る (『ア カル ナ イの人 々』429,452参 照 ). そ れ で い

て彼 はギ リシア人 た ちの前 で言 葉巧 みな 弁舌 を披 露 し, オデ ュ ッセ ウス顔 負

けの才知 を見せ る (715N参府 ). 『オ デ ュ ッセ イ ア』 でも乞食 に扮 したオ

デ ュ ッセ ウスが しば しば ｢大 きな ロをき く｣ と難 じられ るが, 彼 の話 は専 ら

飢 えた 胃の事 とか, (偽 りの )昔 の 自分 の事 とか, せ いぜ い放浪 の乞食 を守

護 す る神 の事 で, 私 的性 質 の も ので ある. これ に対 して 乞食姿 の テ レボ スが

国家 間の戦 争や それ に関す る (トロヤ側 にも認 め るべ き )正 義 に つ いて ギ リ

シアの将軍 の居並 ぶ前 で巧 み に長広 舌 をぶ つ (『ア カル ナ イの人 々』416参

照 ) とい うの は, テ レボ スが トロヤ (ミュ シア)側 とい う点 を考 慮 して も,

確か に気 の利 きす ぎた取 り合 わせ という感 を否 めな い.
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ぼ ろを着 た悲 劇作 家 か らデ イカイオポ リス は, 彼 の劇 の或 る登 場人物 のぼ

ろの衣装 を借用 した い と謎 め か しなが ら頼 み込 む. それ はオ イネ ウス の か,

ポイニ クス のか, ピロ クテテ スのか, ベ レロボ ンテ スのか と詩人 は 自分 の創

作 にな る零 落 した人物 を次 々 に挙 げ, 最 後 に ｢思 い 当った. ミュ シアの人テ

レボ スだ ろ う｣ と他 な らぬ 『テ レボ ス』 か ら引用 して答 え を言 い 当て る. そ

して テユエ ステ ス とイー ノー のぼ ろの間 にか か って いるテ レボス の衣装 をデ

イカ イオ ポ リス に与 え る. デ イカイオポ リス に対 しぼ ろの詩 人 みずか らぼ ろ

の劇 中人物 を並 べ立 て る とい う事 を通 じて彼 の創 作傾 向が強調 され愚弄 され

るが, このや り取 りを通 じ何故 数 あ る中で こ とさ らテ レボ スが選 ばれ る のか

とい う理 由 を観 客 に考 え させ る ことにもな る. H.P.Foley(15)は, 他 の人物

たちが追 放 な い し社 会的排斥 の惨 め な被 害者 であ ったの と異 な りテ レボ スは

みず か ら ミュシ アを出て ギ リシア人 と交 わ るため に乞食 の姿 を取 った と いう

点 を, 残 され る演劇 た る喜劇 の立場 を高 め よ うとす るア リス トパ ネス の選択

の理 由 と して い る. これ は, またあ とで触れ るが, 確か にそ の通 りで あ る｡

しか し Foleyの 文面 で は他 の ぼ ろ姿 の人物 た ちも能 弁 で あ った と見な して い

るよ うに も受 け取 れ るが, テ レボス を特 別 に 目立 たせ る特徴 が儀 舌達 弁 の乞

食 という点 にあ った であ ろ う事 は, エ ウ リピデス に答 え を分 らせ る言葉 428

以下 か ら明 らか であ る. ｢ノヾ レロボ ンテ ス とも違 い ます. も っ ともわた しの

考 え てる人 もや は りび っ こで したが, 物 乞 いを して お しゃべ りで, 口八 丁 と

いう仁 で した｣ と相 川 が訳 して いる ように, ｢彼 も また kakeinos｣ (428)

は ｢び っ こ｣ (429) との み結 び付 けるべ きで ある. ベ レロボ ンテス は ｢物

乞 い (429prosaiton)｣ にはな らな か った はず であ るか らであ る｡ 429

kholosの後 に コ ンマ をお いて考 え, prosaiton を stomulos及び deinos

legein とまとめ るべ きで あ る. テ レボ スが本 当に他 の人物 よ り ｢も っ と惨

めな ｣ (420,422), ｢も っ と乞食 っぽ い｣ (425)様子 を して いたか ど うか

は分 らな い. 単 な る喜劇 的誇 張か も しれ な い. とにか く彼 ぽこ乞食 の 武券

たる ｢お しゃべ り stomlllos｣を最 大 限 に利 用 し, デ イカ イオポ リス が今エ

ウ リピデ ス に対 しそ うす るよ うに (特 に 452,456な ど, 参 腺 ), 一 方 では

しつ こいね だ りよ う (prosaiton)を して 回 った と推察 され, 他 方で は将軍

たち を前 に乞食 の身 分 に似合 わ ぬ大 演説 をぶ って驚 かせ る (deinoslegein
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の deinosは周 りの者 を偶 然 とさせ る とい う意 味合 いを含 む ). な お ｢乞食 ｣

(424)の主人 公 の登 場 した 『ピロ クテ テ ス 』 (16)はデ イオ ン- ク リュ ソス

トモ ス によ り ｢著 し く政 治 的 か つ弁論 的 politikotatekairhetorikotate｣

(orat.52,511)と評 され て い るが, この面 は専 ら同 じ劇 に 出て くる オ デ ュ

ツセ ウス に関係 す る とみ られ る (l司箇所 お よび orat.59参 照 ).

デ イカ イオポ リス は この よ うな乞 食 にな る ことに よ り第- の前 置 き の段 階

で は欠 けて いた 発言 の勇 気 を得 る. 歯音 をふ るいつつ怯 む こ とな くつ き ま と

う厚 か ま しさ (491anaiskhuntos)を見 習 い彼 は堅 固な (491siderous)決

意 をかた め る. また, ソフ ィス ト的な巧 言 (444等 rbematia)の技 をエ ウ

リピデス的乞食 の衣 装 の与 え る霊感 (415以下等参 風 ) を通 じて獲得 した の

であ る.

多弁, 巧 言 は本劇 にお いて現 代 の堕落 の一 大特徴 として しば しば非 難 され

皮 肉 られ る. た とえ ばパ ラバ シスで, も <.も ぐ言 う こと しか能 のな い老 人 た

ちが裁判 にお いて若 い 口達者 な 告訴 人か らや りこめ られ, 自分 の棺桶 の た め

に とって お いた金 を前金 と して とられ て しま う とアカル ナ イの老 人 た ち は嘆

く (685以下 ). この例 でも 見 られ るよ うに, 巧 弁 の寄 恵 は罪 の な い非 力 な

人 々 を餌 とす る不良 行為, ペ て ん と結び付 け られ る. た とえ ばプ ロ ロ ー グで,

不 当な額 の給 料 を懐 に収 めつ つ 作 り話 で民 会 を欺 そ うとす る使者 た ち が 登場

した ように, 595以 下 で はラ マ コス のよ うな若者 ばか りがや は り民 会 を手玉

に とって役職 にあ りつ く と難 じ られ る. 多 弁 とつな が る も う一 つ の悪 風, う

るさ くつ き ま とって害 を及ぼ す 厚願 無知 は, 515以下 で言及 され るほ か劇後

半部 で二度 に亘 って実際 に登 場 す る告訴 常 習者 (syko･phantes) によ って端

的 に示 され る (817以下, 910以下 ). 926以下 で主人 公 は丁度 よ い厄 介払

いと, 告訴常 習者 の ロを縛 っ て, この お しゃべ りで ｢ぱち ぱち はぜ る ｣ よ

うな音 を立 て る (1alonti kaipurorrages)荷物 を珍 味 の代 金 と して テバ

イ人 に持 って帰 らせ る. 848以下 で ｢拙速 の作家 ｣ と言 われ, ア ゴラ で ｢す

り寄 って くる｣ (proseisi性 的意 味 と思 われ る, 849moikhon,853 ｢山羊

(悪臭 と同時 に好 色 の代 名詞 )息子 ｣参 照 )行 為 の故 に嫌 われ る クラテ ィ ノ

ス (有名 な喜劇詩人? ) な ども ここに分類 す る こ とが で きるだ ろ う.

文学 は時代 の傾 向 を反映す る と見 なす よ りもむ しろ, 人 々 を教 え導 く義務
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と責 任 を悲 劇 は 負 う というの が ア リス トパネ スの考 えである (『蛙 』 1009

以下 参照 ). エ ウ リピデ ス は ミュシアの王 を厚 か ま しい乞食 に した. これ は

visualに表現 され るだ け 『オデ ュ ッセ イア』 に おける乞食扮装 よ り一 層衝

撃的 な印象 を人 々に与 え る 日 7). また前 に触 れた よ うに 『オ デ ュ ッセ イ ア』

にお けるの と比 べ 乞食 の国家 に関す る大演説 は外 見 とそ <+わ な い分だ け理屈

っぽ さが際 立 つ｡ エ ウ リピデ ス のテ レボ ス は他な らぬ現代 の悪風 を体 現 し,

悲劇 の舞 台 を通 じて それ を助 長 す る人物 と見 な され る. その poneria(不 良

性 ) と arazoneia(詐 欺 ) を模倣 す るこ とによ りデ イカイオポ リスが 勇 気 を

得 る とい うのは, パ ロデ ィー に よる辛嫌 な噸 笑 ･批判 であ る.

乞食テ レボス とな ったデ イ カ イオポ リス の ｢長 広 舌 ｣ (416)は, 平 和 と

自然 の恵 み を謡 う在 のデ イオ ニ ュシア場面 での陽 板讃歌 と対 比 をなす. た と

えば 『平 和 』531以下 で も, 平 和 の もろも ろの恵 み と並 べ られ る ソポ ク レス

の歌 と, エ ウ リピデ スの小 唄 (epullia)や彼 の 三百代言式 のち ゃちな 文句

(rhematiadikanika)とが比 べ られ る. また巨大 な陽物 を通 じての陽 気な,

自然 を愛 す る (272以下 な ど)生命讃 美 は, 産 内 に閉 じこも って仕事 をす る

(407以下 )ぼ ろ服 の作 家に よ るび っこの乞食 の惨 め さ と人 をい らだ た せ る

(456な ど)厚 か ま しさ とは大 き く異 な る. これ は ｢田園 ｣ と ｢都 会 ｣ の対

比 とも言 え る. ち な みに告訴常 習者 が灯心 を持 た な い とい う表現 (826)で

｢灯心 thruallis｣ は男性性 者 を意 味す る という解 釈が提 案 され て い る. 人

はまた, 勇壮 な悲劇 詩人 アイス キュ ロスがエ ウ リピデ スのプ ロロー グに関 し

て愚弄的 に繰 り返す ｢油壷 をば な く した とさ｣ 『蛙 』1208な ど) とい う言葉

につ いて の 同様 の解 釈 を想 い起 こすだ ろ う.

しか し乞食 変 装 は, 一 方で は 自然 の恵 み と密着 す る生命力 を, 他 方 で は人

を騙 り害 う こ とにの み力 を発揮 す る いび つな現代 の風潮 を, パ ロデ ィー と陽

板行 列場 面 との対 比 とを通 じて それ ぞれ強調 す る に とどまらな い, ミュ シア

王テ レボ ス の乞食 扮 装 とは異 な り, 食 と性 の喜び 牽大 らかに悪､び れ る こ とな

く - 時 に は野 卑 な形 で - 請 う陽板歌 の世 界 に親 近す る喜 劇 の主人 公 に と

り, ｢胃の蹄 ｣ の要 求 をいつ も痛切 に感 じる (『オデ ュ ッセ イア』 ⅩⅤⅡ

473等参 照 )乞食 の視点 を採 って, メガラのき ゅ う りや 兎な どの食産物 を禁

輸品 として差 し押 えせ る (そ しても うこれ らの食 物 を得 る こ とが できな くさ
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せ る)な らず者 の告訴常 習者 た ちや (517以 下 ), 宴会 でた らふ く食 べ て飲

んで騒 ぎ, 果 て は メガラ の売春 婦 を さら って来 て戦 の原 因 を作 る放従 な若者

たち (524以下 ) を恨 み と憤 りをも って弾 劾 す る こ とは, 性 の基 盤 と要 求 に

切実 な思 い と関心 を向け る とい う, プロ ロー グか ら一貫 して示 され る本 喜劇

の趣 旨に決 して そ ぐわぬ もの で はな い.

もち ろん 乞食 テ レボス た るデ イカイオ ポ リスの演説 は まず パ ロデ ィー と し

て行 なわれ るか ら, そ の個 別 的 内容 にもふ ざ けた 要素 が 欠 けて いな い. た と

えば いま触 れ た, 売春 婦 の さ らい合 い と いう事件 や, 売春宿 の女 将 た る アス

パ シアの訴 え に急か され ｢オ リュ ンボス の神 ｣ペ リク レスが 出 した, メガラ

人 を閉め 出す布 告 に関す る説 明 は, 悲劇 と並 ぶ高 尚文学 た る 『イ リア ス』 の

テテ イス とゼ ウス との関係や, ヘ レネ を め ぐる高 尚文学 一般 の物 語 をも じっ

て いる. 日 8)

しか し同時 に, 実 直な働 き者 の庶 民 が な らず者 ･詐欺 師 に不 当 に弄 ばれ利

用 されて いる という, 作 品全 体 を通 じて繰 り返 し明 らか にされ る主張 は, い

ま述 べた よ うに, この演説 にお いて も悪人 ･不 良へ の非 難 に よ って継 承 され

いる, 本論 に おけ る この ま じめな要素 は, 第- お よび 第二 の前 置 き で前年

『バ ビロニ ア人 』 で 同趣 旨の批 判 を した ことで ク レオ ンによ り迫 害 を受 けた

とい う作 者 の現 実の体験 へ のた び重 なる言 及 によ り補享漁を受 けて いる.

さ らに, 乞食 とな った 主人 公 は, 演説 に続 くラマ コス との対決 場面 で, 既

に述 べた ご と く, そ のみす ぼ ら しい外 見 を逆 手 に取 って性 的 な振 舞 いで将軍

をか らか い愚弄 し, ｢乞 食 (を真似 た喜 劇 ) の力 ｣ を証 明す る.

しか し喜 劇 が 乞食 の衣 裳 を利 用す る利 点 は以上 に留 ま らな い.『テ レボス』

にお いて は主 人公 の変装 は他 者 によ って見破 られ, 傷 の いや しと いう彼 の主

目的 と乞食 扮 装 とは 直接 にはつ なが らな い. その意 味 で は物 語 の面 白お か し

い粉 飾 のた めの趣 向 とい う一 面 は否 定で きな い (ア イス キュ ロス にお いて は

テ レボス は王 の身 な りで 登場 した). これ に対 しデ イカ イオ ポ リスが 自 ら乞

食 とな って, しかも後 に 自らそれ を取 り去 り 自分 を露 わ す (594 以下, ここ

で俳 優 はテ レボ スの衣裳 を脱 いだ と推測 され て いる)行 為 は, 本 劇 で の 弱者

の立 場 との同化 お よび喜 劇 の外 部 か らの批判 へ の反論 (630 以下 等参 膿 ) と

の関連 に お いて適切 な機 能 をも つ. 両者 は ともに乞食 の よ うに馬 鹿 に され る
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扱 い を受 け て い るが, 国家 へ の貢 献 にお いてむ しろ尊重 され るべ き地 位 を 占

める ことが, 弱 者 (老 人 で農 夫 )か つ喜 劇 の主 人 公 た るデ イカイ オポ リス に

よる, 乞食 の衣 装 をわ ざわ ざ身 につ け 自 ら脱 ぐ行 為 で表 現 され る機 会 を得 た

ので あ る.

つ ま り喜 劇 の 力 は, パ ロデ ィー を通 じて対 比 され 強調 され る巨大 な 陽 根 の

た くま しさ によ って示 され る の みで はな い. それ は ｢堕 落 ｣ した悲劇 の ｢卑

俗 ｣ な要 素 を正 に 自分･の養 分 とす る こ とに よ って増 大 す る こ とが認 め られ る.

喜劇 は ｢エ ウ リ ピデ ス を飲 み こんだ ｣ (484)ので あ る 日 9)

デ イカ イ オポ リス の講 和 が 彼 個 人 だ け に関係 す る もの であ ると い う問 題 に

つ いて言 及 して お く.

これ を論 拠 と して K.J.I)over(28)は本 劇 を, ｢完全 な利 己主 義 の空 想 a

fantasyoftotalselfishness｣ と評 して いる. また C.H.Whitman(2日 臥

ア リス トパ ネ ス 劇 の精 神 一般 は うわべ で称揚 す る theJustLogic とよ りも

む しろそ の批判 の相 手 た る theUnjustLogic との 方 に共通 点 を持 つ と いう

彼 の主張 に沿 って, 本劇 後 半 部 で の個 人 市 場 の場 面 にお いて は主 人公 の po-

neriaが展 開す る様 子 が措 か れ て いる と説 明す る. 前 出 Foley(22) は, チ

レボ ス場 面 で主 人 公 が悲 劇 的 レ トリック を利 用 して コ ロス を愚弄 し欺 す 様 を

観衆 にみせ た あ と (442 以下 参 照 ), 劇 後 半 部 に お いて主 人 公 に, 前 半部

で正 に戦 争 の悪 弊 とされ て いた こ と (例 え ば アス パ シアの遊 女 に関す る箇所,

524 以下, とメ ガラ の少女 た ち に関 す る場 面, 729 以下, とが対 応 す る とさ

れ る) を行 う無 法 な 不正 な振 舞 いを させ る こ とを通 じて, 追 従 や 欺 備 に 惑 わ

され る こ とに警 告 を発 し政道 を正 そ う とす る喜 劇 の 正義 を慧 敏 な観 客 に 分 か

らせ よ う と して いる ので あ る との見 解 を述 べ, 観 客 とコ ロス, 嘗 廟 の主 張 と

喜劇 の筋 書 き とを区別 しよ う とす る.

まず, デ イカ イオ ポ リス の ｢平和 主義 ｣ が 人類 全 体 の生 活 の平 安 を願 う と

いう今 日的 な理 念 とは異 な る と いう こ とを確認 しな けれ ばな らな い｡ 弁 明場

面 で彼 は, 自分 もス パ ル タ人 を憎む こ とに変 りはな い, 地震 で彼 らが 皆, 家
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の下敷 きになれ ば よ い と言 う (509以下 ). アテ ナ イ人 とスパル タ人 と を舞

台上 で仲 直 りさせ る筋 を示 し, 本劇 よ りも一 層 ｢平 和 ｣ の主 張 を発展 させ て

いる と言 え る 『女 の平 和 』 で も, 両 国の 団結 によ ってベ ル シアの驚異 に備 え

るべ Lとい う考 えが底 に存在 して いる. デ イカイオポ リスの行 動 を支 え るの

は理 念 とい うよ りは, 戦 争 は 自然 の恵 み, 生 活 の豊 か さ を損 な うもの だ とい

う現 実的桂敦 で あ る. しか も そ れ を引 き起 こすな らず者 たちだ け は う ま い汁

を吸 う一 方で, 庶民 は従 軍 の重 荷 を背 負 わ され る事 で二 重 に苦 労 をな め る こ

とへ の呪狙 が彼 の心 を離 れ な い.

メガラ人 お よびテ バ イ (ボ イ オテ ィア)人 の場 面 (729以下, 860以下 )

で は, 主 人 公が=阻国 の ｢裏切 り者 ｣ (290)で はな いこ とが証 明 され る. 前

者 の場面 で は, 飢 え に苦 しむ メ ガラ人 か ら主 人公 はその二人 の娘 をわ ず か の

にん に くと塩 を払 うだ けで買 い取 る. メ ガラ人 は これ でも満 足 で, 自分 の

妻 と母も 同 じよ うに売れ た ち とヘル メス に祈 る (816以 下 ). メ ガラ人 に対

す る侮蔑 (文学 の領 域 で も ｢メ ガラ的駄 酒落 ｣が しば しば囁 け られ る) に,

戦 争 の被 等 者 という一面 を持 つ (524 以下 等参 照 )彼 らへの憐 れ みも半 ば混

って いる と感 じられ る箇所 で は あ るが, とにか く主 人公 は敵 国人 を相 手 に本

来相 手 の特 産物 を代 金 と した 愚弄 的 なぼ ろも うけの商売 をアテ ナ イ観 客 を前

に して見 せ る. この場面 の最 後 に登 場す る告 訴常 習者 は続 くテバ イ人 に関す

る箇 所 で も現 れ る. ここで の主 人公 の行 為 は二重 に愛国 的で あ る. テ バ イ人

はか の地 の珍 味 を一 杯 デ イカ イオポ リス の市 場 に持 って来 た. アテナ イで は

戦 争 のた め長 ら く味 わえ なか っ たも ので ある. 特 に コバ イス湖 の うな ぎ を見

て主 人公 は狂喜 す る. 代 金 と して彼 は いわ し (aphue) か陶 等 を 出そ う と提

案す るが, 相手 はそ れ は 自分 の 国 に もあ る, ボ イオテ ィ アにな い物 が欲 しい

と言 う. そ こで主 人 公 が思 い付 くのが告 訴常 習者 で ある. 相手 も ｢悪 さ をい

っぱ いす る溝 の よ うに｣ それ を持 って帰 れ ば も うけ は大 きいだ ろ うと同意 す

る. ち ょう どそ こへ 当の ｢全 身 これ 悪 ｣ (909) た る告 訴常 習者 ニ カル コス

がや って きて, 例 の よ うに告 発騒 ぎ を始 めるが, デ イカ イオポ リスが彼 を捕

らえ,わ らで陶器 の よ うに縛 り上 げ る. テ バ イ人 は この ｢神 々の き ちわ れ者 ｣

(934)を喜ん で持 っ て帰 る. それ を見送 りなが らデ イ カイオポ リス は ｢告

訴常 習者 の おか げで幸 わせ にな りな さい｣ (958) と皮 肉な科 白を後 ろか ら
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投 げかけ る.

で は, 何故 デ ィカ イオ ポ リス は 自分 の講 和 の恵 み を他 の人 々 と分か と うと

は しな いの か. 彼 と同 じ職業 の農夫 デル ケテ スが, ボ イオテ ィア人 に 自分 の

耕 牛 を奪 わ れた か ら, それ を取 り戻 す こ とが 出来 るよ うにす るた め, 自分 の

涙 に くれ た 目に平和 の香油 を少 しだ け塗 って ほ しい, 携 えて いる細 い葦 の茎

にひ としず く垂 ら してほ しい と頚 ん でも, デ イカ イオポ リス は断 固 と して与

えな い (1018以下 ). この場 面 は, 同 じ香 油 と しての平和 の比境 を用 いる

後続 場面 1048以下 と対 比 され て いる と解す るべ きであ ろ う. 花 婿 の付 添 い

が, 肉を贈 る代 わ りに香油瓶 に- しず くの平 和 を垂 らし入れ, 戦 に出ず に家

で花嫁 とつ るん で い られ るよ うに して欲 しい と言 って きた時 には主人公 はや

は り拒否 す るが, 続 いて花嫁 の付添 いが現 れ て, 同 じ願 いを こち らの側 か ら

聞 くと ｢女 だか ら戦 争 には貴 任 はな い｣ (1062) という理 由で求 め られ た物

を注 いでや り,｢夜 ご とこれ を花婿 の ちん ぽ こに塗 れ ば徴兵 か ら免 れ られ る｣

(1064以下 ) と指示 を与 えて送 り返す. 虜 は能 動 的 にせ よ受動 的 にせ よ戦

争 を引 き起 こ し続 か せ る こ とへ の責 任 を持 つ. 農 夫 デル ケテ スの場合 に は愚

かなか っ こ う (598) の よ うに戦争推進 者 に躍 らされ欺 された貴 をお うべ き

なのであ ろ う. あ る いは政治 的 に無 関心 であ った のか (17以下 参照 ). ア

リス トパ ネ ス は創作 活動 を通 じて, 好戦 的空気 の強 い申, あえて和平論 を唱

え, 時の権 力者 ク レオ ンか らに らまれ告 発 され る憂 目を見た. デ イカ イ オポ

リス の勇気 と慧 眼 を通 じ作者 は, アテナ イの 男た ち を叱咤激 励 して いる よ う

であ る. しか し和平 が確 実 に な って きた 時 に書 か れ た 『平和 』 (前421年 )

では作者 は, 農 夫 た ちに よる コ ロス に主 人 公 トリュ ガイオス と協 力 して平和

の女 神 を穴 か ら引 きず り出 させ, 後 に皆 で一 緒 にお祭 り騒 ぎ をさせ る. 突 き

放す厳 しさの底 にあ るこのよ うな暖 か さは, 本劇 で は花 嫁へ の音 劇 的滑 稽 を

交え た患 いや りによ って表 わ されて いる.

結 未部 1190以下 での 負傷 したラマ コス と得意 のデ イカイオポ リス との対

比 につ いて は既 に言 及 した. ラマ コスは 『テ レボ ス』 にお いて主人公 と敵
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対 す る行動 ･態度 を取 っ て い る と見 られ るア キ レウス, オデ ュ ッセ ウス あ る

いは メネ ラオ ス に対 応 す る と見 な し得 る. そ の よ うな人物 と して のラマ コス

の負傷 は 『テ レボ ス 』 の構 成 か らは逸脱 す る. しか しその悲壮 体 の言辞 が

悲劇 を連 想 させ る将 軍 が エ ウ リピデ スの多 くの主 人 公 と同 じよ う にび っ こ･に

な る運命 に見舞 われ た こ と, 特 に劇 前半 部 で彼が (デ イカイオポ リス -テ レ

ボス に対 す る形 で)敵対 した 当のテ レボス と部位 の他状 況 的 にも類 似 した負

傷 の仕 方 をす る こ とな どか ら, この箇所 で ラマ コス とテ レボ ス とが対 応 して

いる ことを Foley が 強調 して いる. ｢見事 な武券 を持 ち｣恐 ろ しげ に見 え

るラマ コス は, 戦闘 その もの で傷 つ くの で はな く溝 を飛 び越 え よ うと して く

るぶ しを杭 で刺 され る (1178). しか し彼 は この惨 めな 傷 を ｢敵 の槍 に うた

れ た ｣ (1194)た め と誇 張 して説 明す る. 悲劇 的 大 言壮 語 の 口調 で語 る彼 が

結局 は見 せ か け の力 しか持 た な い事 が, この傷 の た め今 にも死 ぬ かの よ うに

大仰 に滑 稽 にわ めき散 らす (1184以下, 11909以下等 ) 様 子 に よって も示

され る. 作 品 の 中ほ どで エ ウ リピデ ス及び弁 明場面 でのパ ロデ ィー を通 じて

自然 の生命 力 か ら程 遠 い 口先 の巧妙 さ, ず る賢 さ を 当今 の悪風 と通 じ合 う悲

劇 の性 質 と して噛 り, か つ喜 劇 的本 歌取 りに よ り悲 劇 をだ Lに して喜 劇 のた

くま しさ を明 らか に した本劇 の末尾 で, 喜 劇 の主 人 公の幸福 にあふれ た力 強

さ と, 悲 劇 にふ さわ しい人物 の惨 め な状 態 の非力 とが言 葉 と行動 の両 面 で こ

の上 な <明瞭 に対 比 され る. ラマ コスは傷 み を覚 え な い ようにす るた め傷 つ

いた足 を持 て と従者 たち に命 ず るが, デ イカ イオ ポ リス は生 命力 をもて あ ま

す一物 を握 って くれ とい う歓 楽 のサ ー ビス を踊 り子 た ち に要 求す る (1214以

下 ). ラマ コスは頭 石 で打 ったた め 日ま いが し, 目の前 が暗 くな りそ うだ

(121gskotodinio)が, 活 力 が横 溢 して いるデ イカイオポ リス は暗 や み で

の例 の行 為 が した い (1221Skotobinio).

医者 の所 へ運 んで くれ と泣 き言 を言 う将軍 を し り 目に, 賞 品 のぶ どう酒 の

革袋 をも らうた め審 判 員 の許 へ 自分 を連 れ て行 け とデ イカ イオポ リス は言 う

(1222以下 ). 最 後 に彼 は ｢万歳, 雄 々 しい勝者 よ tenellakallinikos｣

(1227等 ) という コ ロス の掛 け声 を浴 び つつ退場 す る. これ は本来 は青春

へ -ベ- を妻 とす る永遠 の青 年 勇者 ヘ ラ ク レス (23)を称 える文句 で あ る. 冒

頭 に老人 の仮面 をつ けて登場 した喜 劇 の主 人 公 は い ま, 若 々 しくた くま しい
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勝者 とな って観 客 に別 れ を告 げ る.

注

(や や取 り急 い での執 筆 とい う こ ともあ り, 必要 以 上 に長 くな っ て しま った

よ うで あ る. 注 記 は, 文 献指 示 も含 め, 控 え めに してお きた い｡ な お文 献 コ

ピー の件 で お世 話 に な った 山沢 孝 至 氏 に感謝 す る. )

(1) Cf.H.P.Foley,JHScviii(1983),33sqq.(e.g｡34). 重要 な論 文 であ

る. 本稿 は これ と趣 旨の上 で重 な る と こ ろが多 く, 大 いに参 考 に して いる.

(2) Diphilos,fr.30K, で は ｢悲 劇詩 人 に は何 で も語 り, 創 る こ とが 許 さ

れ て いる｡ ｣ と言 われ て いる.

(3) Cf.E.J｡Dover, Aristophaniccomedy, BerkeleyandLosAngeles

1972,218sq.

(4) Cf.F.H.Sandbach,ThecomictheatreofGreeceandRome,London

1977,58sq.

(5) 『蛙 』 1500sqq. ｢行 け ア イス キ ュ ロスよ, そ してわ れ らの町 を救 え

云々｣ 等 参 照｡ l司劇 に兄 いだ され る, 共 同体 に貢 献 す る役割 にお いて喜 劇 を

悲劇 と同様 に扱 う態 度 につ いて は C.P.Segal,HSPh65(1961),207sqq.

(e.g.230).

(6) Cf.e.g.I..Deubner,AttischeFeste,Berlin1932, 135sq.

(7) 野 蛮 人 らに関 しては露 出 され た亀 頭 を, 逆 に ギ リシア人 自身 の描 写 に

お いて は包 皮 を強調 す る とい うギ リシア美術 の傾 向 につ いて は ド- ヴ ァ一書,

中務 ･下 田訳, 『古 代 ギ リシ アの同性 愛 』, 東京 1984,159以下 参 照.

(8) Themaculatemuse,NewHavenandLondon1975,118.}

(9) Cf.W.I.班.Starkie,TheAcharniansofAr.,London1909,ad loc.

(10)Lesimagesd'Ar.,Paris1965,108.

(ll)ThecomediesofAr.,Vol.1,Ach., Warminster,Wilts,1980,ad

loc.
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(12)R.Kuehner-B.Gerth, Ausfuehrliche Grammatik dergriechischen

Sprache,zweiterTeil,ersterBand, HannoverundLeipzig1983, 165

Sq.

(13) す で にア イス キュ ロス も オ レステ スの人質 という筋書 き を利用 した ら

しいが, 本劇 で は ｢まな板 ｣ の趣 向 (318,366) と合 わせ られ る こ とに よ り,

これ がエ ウ リピデス の劇 を指 し示 す ことが明 らか に され る. 『テ レボ ス 』か

らの引用 はす で に 冒頭 か ら行 わ れ るが (8), 半行 だ け の掻 く部 分 的 な もの

であ る. パ ロ ドス で の ｢裏切 り者 ｣ の追 跡 が 『テ レボス 』 にな らって い る と

も考 えうるが (『女 だ け の祭 り』571以下 の ク レイステ ネス の注 進参 照 ),

主人 公 と登場 した ば か りの コ ロス とが対 立 関 係 を示 す の はア リス トパ ネ ス劇

の前半部 で よ く見 られ る状況 で ある.

(14)ThetragediesofEur.,London1967,46.

(15)Op.°it.36sq.

(16) エ ウ リピデ ス にお け る ピロ クテテ ス は 島の住 民か ら施 しを得 て いた よ

うで ある (Sommerstein,op.°it.adloc.).

(17)Cf.Foley,op.cit.47.

(18)C.H.Whitman, Ar.andthecomichero,Cambridge･比assachusetts

1964,64sq., はデ イカ イオ ポ リス によ るエ ウ リピデス 的 レ トリックの利 用

を説 明 して, 悲劇 詩 人 の技 術 に頼 るこ とによ り主 人公 は, ア リス トパ ネ ス

劇 の他の箇所 で poneriaの体 現者 と して批判 され る人物 た ち と同類 に な る,

喜劇 の主 人公 は新 式 レ トリックの必 要 が あれ ばそれ を用 いるの をため らわな

い, と述 べ, ア リス トパ ネ ス劇 の精 神 は実際 には theUnjustLogic と共通

性 を持つ と主張 す る. この見 解 に対 して は, デ イカ イオ ポ リスが エ ウ リピデ

ス の レ トリックに頼 る とい うの は 口先だ けで, あ る いは少な くとも形 式 的な

取 っ掛か りと して用 いるだ けで, そ の演 説 は実際 は極 め て喜 劇 的 な, な い し

はそれに相応 しい文 体 と内容 を持 つ ものだ と答 え る ことがで き る. ア リス ト

パネ スが 自分 の意 図 をエ ウ リピデ スにおんぶ して も らわ な けれ ば表現 で きな

いと考 え るの は - 恥itmanの 見解 は こうい うこ とを含 意 して い るよ うに思

え る - , 彼 の創作 能力 を低 く見過 ぎで あ ろ う. 本 劇 で はなぜ 他 の作 品 で用

い られる ア ゴ ン形 式 が見 られ な いのか と いう問題 は これ と関連 して い るだ ろ
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う. た とえ ば主 人 公 とラマ コ ス との通常 の ア ゴ ン と いう展 開 にす る こ と は可

能 だ った はず で あ る. そ うせ ず に まず デ イカ イオ ポ リス の弁 明 と いう形 で始

めた の は, エ ウ リピデス のパ ロデ ィー を作者 が意 図 して いるか らには か な ら

な い.

(19)Foley, op.cit.39, は " Theroleofherodisguisedasbeggar

allows AristophanesandDikaiopolis, despitetheabsurdmasksand

lowlydictionofcomedy,toassimilateTelephus'heroicstatureand

authority"と言 っ て いる. 本 稿 の ここの趣 旨は, エ ウ リピデ スの パ ロ ディー

お よび本 歌 に優 る, な い しそ れ よ り適 切 な 乞食 の趣 向の操 作 を通 じ, デ イカ

イオ ポ リス が ｢喜 劇 的 ｣ な statureな い し力 と authority を得 る と い うこ

とで ある. エ ウ リピデ ス的 テ レボ ス が heroicstature等 を持 っ て いる とア

リス トパ ネ ス が見 な して いた か は疑 問 で あ ろ う. したが って ｢1こもか か わ ら

ず despite｣, で はな くまさ にそれ ゆえ に, と言 わね ばな らな い. 前 注 参照.

(20)Op.°it.88

(21)Op.°it.76sqq.

(22)Op.°it.45sqq.

(23) 『テ レボ ス』 冒頭 で主 人 公 は 自分 が ヘ ラ ク レス の子 で あ る こ とに触れ

て い る.
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